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あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や途上国

の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らしなど、

国際協力や開発途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEmail）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEmailでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーのほかに、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく

場合が

あります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募
作品は

ご返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （JICA’s World 編集部宛）
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的
状
況
を
受
け
て
、
国
際
社
会
が
一
体
と
な
り

「
食
料
安
全
保
障
」
の
確
保
に
向
け
て
動
き
始
め

て
い
る
。
６
月
22
〜
23
日
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
パ

リ
で
、Ｇ
20
の
枠
組
み
で
は
初
と
な
る
農
業
大
臣

会
合
が
開
か
れ
、
20
の
国
・
地
域
の
農
業
関
係

の
閣
僚
級
を
は
じ
め
、国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ

Ａ
Ｏ
）
や
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

な
ど
の
国
際
機
関
が
一
堂
に
会
し
、
世
界
的
な

食
料
価
格
の
高
騰
へ
の
対
応
策
を
話
し
合
っ
た
。

そ
し
て
、
２
日
間
の
議
論
を
通
じ
て
打
ち
出
さ

れ
た
の
は
「
食
料
価
格
乱
高
下
お
よ
び
農
業
に

関
す
る
行
動
計
画
」。
食
料
需
給
に
関
す
る
情
報

収
集
・
分
析
の
た
め
の
「
農
業
市
場
情
報
シ
ス

テ
ム
（
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）」
の
設
置
、
衛
星
情
報
を
活

用
し
た
農
業
地
理
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
緊
急
時
の

迅
速
対
応
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
、
地
球
規
模
の
課
題
に
協
働
で
立
ち
向
か

っ
て
い
く
決
意
が
示
さ
れ
た
。

　
２
０
５
０
年
に
は
、
93
億
人
に
達
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
世
界
の
人
口
。
こ
の
先
40
年
、
現

在
の
12
億
人
の
先
進
国
は
１
億
人
の
増
加
に
と

ど
ま
る
一
方
、
す
で
に
53
億
人
に
上
る
途
上
国

で
は
27
億
人
が
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
中
長
期
的
な
視
点
で
今
後
の
対
応
策

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
90
億
以
上
の
人
々
の
「
食
」
を
ま
か
な

う
た
め
に
は
、
現
状
の
70
％
の
生
産
量
の
増
産

が
必
要
に
な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
世
界
の

食
料
の
需
要
・
供
給
の
安
定
を
通
じ
て
、
人
口

が
増
大
す
る
途
上
国
の
貧
困
削
減
に
つ
な
げ
て

い
く
べ
き
―
。
決
し
て
簡
単
で
は
な
い
こ
の
挑

戦
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
生
産
性
向
上
を
中
心
と
し

た
「
農
業
生
産
基
盤
の
確
立
」、
気
候
や
価
格
の

変
動
な
ど
の
「
シ
ョ
ッ
ク
へ
の
対
応
能
力
の
向

上
」
の
二
本
柱
で
協
力
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
ド
ナ
ー
は
、
食
料
そ
の
も

の
を
供
給
す
る
緊
急
支
援
や
財
政
支
援
な
ど
の

形
を
取
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
長
年
に
わ
た
り
、〝
モ
ノ
〞
の
支
援
だ
け
で
な

く
、
地
元
に
根
付
く
技
術
普
及
や
人
材
育
成
に

力
を
入
れ
て
き
た
。
ま
た
最
近
で
は
、
ア
フ
リ

カ
で
コ
メ
増
産
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
立
ち
上
げ

（
左
上
コ
ラ
ム
）
や
ブ
ラ
ジ
ル
の
セ
ラ
ー
ド
開
発

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
へ
の
移
転
（
８

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）、
科
学
技
術
を
活
用
し
た

稲
の
品
種
開
発
（
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
な

ど
支
援
の
形
も
多
様
化
。
品
種
開
発
か
ら
栽
培
、

収
穫
後
の
処
理
、
流
通
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ま

で
、
中
長
期
的
視
点
を
重
視
し
た
支
援
に
ア
メ

リ
カ
や
世
界
銀
行
も
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
今

後
の
連
携
の
可
能
性
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
他
ド
ナ
ー
と
の
積
極
的
な
取

り
組
み
が
進
め
ば
、
世
界
的
な
食
料
供
給
の
安

定
化
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ま
で
、
特
定
の
作
物
を
特
定
の
国
に
依
存

し
て
き
た
日
本
の
輸
入
先
の
多
角
化
に
貢
献
す

る
こ
と
も
中
長
期
的
に
は
期
待
さ
れ
る
。

　
い
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
世
界
の
食
料
事
情
。

こ
の
数
カ
月
で
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
価
格
の
急
落
、
ロ
シ
ア
の
小
麦
輸
出
規
制

の
解
除
が
進
む
一
方
、
ア
フ
リ
カ
北
東
部
で
は

60
年
来
の
大
干
ば
つ
が
到
来
す
る
な
ど
状
況
は

刻
々
と
変
化
し
て
い
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
後
も
世

界
の
動
き
を
的
確
に
と
ら
え
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

と
も
に
、
着
実
な
支
援
を
続
け
て
い
く
方
針
だ
。

中
長
期
的
な

日
本
の
食
料
支
援
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人
間
に
と
っ
て
「
食
」
と
は
何
か
―
。
日
々

の
生
活
に
自
動
的
に
組
み
込
ま
れ
た
〝
Ｔ
Ｏ 

Ｄ

Ｏ
〞
の
一
つ
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
つ
な
い
で

い
く
た
め
に
、
決
し
て
途
絶
え
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
も
の
だ
。

　
し
か
し
地
球
上
で
は
、
約
９
億
人
も
の
人
が
、

満
足
な
食
事
が
で
き
ず
餓
え
に
苦
し
ん
で
い
る
。

こ
の
数
年
は
世
界
的
に
食
料
価
格
の
高
騰
が
進

み
、
そ
の
状
況
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
20
数
年
、
比
較
的
安
定
し
た
数
値

を
維
持
し
て
い
た
食
料
価
格
。
し
か
し
２
０
０

７
年
後
半
ご
ろ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
記
録
的
な
高
騰
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
。
中
で
も
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
小
麦
な
ど
の

穀
物
や
砂
糖
の
価
格
上
昇
が
著
し
い
。
そ
の
影

響
を
受
け
て
約
４
４
０
０
万
人
が
貧
困
化
し
た

（
２
０
１
０
年
下
半
期
、世
界
銀
行
推
計
）と
の
報

告
も
出
さ
れ
て
お
り
、
円
高
に
も
か
か
わ
ら
ず

日
本
で
も
パ
ン
や
め
ん
類
な
ど
が
値
上
が
り
し
、

確
実
に
実
生
活
に
影
響
が
及
ん
で
い
る
。

　
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る

の
か
。
そ
の
関
係
が
疑
わ
れ
て
い
る
要
因
は
、

一
つ
だ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、

自
然
界
か
ら
の
影
響
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
天
候
不

順
、
ロ
シ
ア
の
干
ば
つ
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
洪
水
な
ど
が
原
因
で
、
農
産
物

の
生
産
に
多
大
な
被
害
が
生
じ
た
。
そ
れ
に
加

え
、
穀
物
市
場
へ
の
投
機
マ
ネ
ー
の
流
入
、
イ

ン
ド
や
中
国
な
ど
新
興
国
の
需
要
増
加
、
農
業

生
産
性
の
伸
び
率
の
低
迷
、
食
用
作
物
の
バ
イ

オ
燃
料
原
料
用
途
へ
の
需
要
拡
大
…
。
こ
れ
ら

が
複
合
的
に
絡
み
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
故
に
、
現
状
を
打
開
す
る
道
筋
を
立
て
る

こ
と
も
容
易
で
は
な
い
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
不
況
の
影

響
を
受
け
て
、
食
料
価
格
は
い
っ
た
ん
下
落
し

た
。
し
か
し
２
０
１
０
年
夏
ご
ろ
か
ら
再
び
急

騰
。
穀
物
に
関
し
て
は
、
07
〜
08
年
の
最
大
値

を
上
回
っ
た
状
態
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
先
が
見
え
な
い
。

　
日
本
の
食
料
自
給
率
は
、約
40
％（
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
）。
国
内
消
費
分
の
多
く
を
、ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の
農
業
大
国

に
依
存
し
て
お
り
、
ま
さ
に
今
、
輸
入
価
格
の

高
騰
に
直
面
し
て
い
る
。
日
々
の
生
活
の
中
で
、

そ
の
影
響
を
実
感
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い

は
ず
だ
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
以
上
に
深
刻
な
被
害
が
及
ん

で
い
る
の
が
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
な
ど
の
開

発
途
上
国
。
前
述
し
た
餓
え
に
苦
し
む
９
億
人

の
ほ
と
ん
ど
が
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
国
々
に
暮

ら
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
食
料
を
輸
入
に
依
存

し
て
い
る
国
が
多
い
上
に
、
食
料
価
格
の
急
騰

や
自
然
災
害
の
よ
う
な
外
的
シ
ョ
ッ
ク
に
対
応

で
き
る
体
制
も
技
術
も
普
及
し
て
い
な
い
。
食

料
価
格
の
高
騰
か
ら
波
及
し
、
財
政
悪
化
、
物

価
上
昇
、
さ
ら
に
は
住
民
に
よ
る
抗
議
運
動
も

勃
発
し
て
い
る
。
物
理
的
に
食
べ
物
が
な
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
農
業
人
口
が
多
数
を
占
め
る

途
上
国
で
は
、
国
全
体
の
安
定
を
脅
か
す
要
因

と
な
り
か
ね
な
い
。

　
す
べ
て
の
人
々
が
、
安
心
し
て
安
全
な
食
料

を
十
分
得
ら
れ
る
よ
う
に
―
。
今
、
こ
の
危
機

生
き
る
た
め
に

絶
対
に
必
要
な
も
の

「
食
料
安
全
保
障
」
を

確
保
す
る
た
め
に

特集 
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新たなコメ作りの時代へ

編集協力：農林水産省大臣官房国際部国際協力課

■食料問題にかかわる世界の主な動き

　いまだ食料不足が深刻なサハラ以南アフリカ。
しかしこの地域で今、コメの生産拡大への期待が
高まっている。
　そのポテンシャルにいち早く着目したのがJICA。
国際機関や他ドナーと連携し、稲作振興を展開し
ている。そのベースになっているのが、2008年5
月の第4回アフリカ開発会議（TICADⅣ）で発足
した「アフリカ稲作振興のための共同体（CAR
D）」。今後10年間で、サハラ以南アフリカのコメ
生産量の倍増（1,400万トンから2,800万トン）を
目標に掲げたイニシアチブが進行中だ。
　CARDが目指すのは“アフリカ版緑の革命”。
23のパイロット国の課題に即した稲作開発戦略
（NRDS）を策定し、その内容に基づき他ドナーと
協働で支援を具体化していく。現在、JICAは17
カ国で支援を展開中。ウガンダでは、乾燥の激し
いアフリカの気候にも適した品種「ネリカ米」を推
進すべく専門家を派遣。青年海外協力隊が草の
根レベルでの普及に取り組んでいるほか、モザン
ビークのベトナムとの連携事業（8ページに関連
記事）、国際稲研究所（IRRI）とのアフリカ研究者
への研修など、新たな試みも進行中だ。
　今年11月には、第4回CARD本会合がウガン
ダで開催される予定。この3年間の成果について
の議論が交わされる。アフリカで緑の革命は達成
できるか―。6月のG20農業大臣会合でもCARD
の有用性が言及されており、今後の展開に世界
中から期待が寄せられている。 

50
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（基準年次 2002～04 年を 100 とした場合）

in AFRICA

世界の食料問 題 に挑む
現在、世界の人口は増加の一途をたどり、
食料の需要と供給のバランスが崩れ始めている。
そんな中、世界の食料事情を揺るがしている食料価格の高騰。
人々の「食料安全保障」を確保するため、
この現実にどう立ち向かっていくべきか。

国際食料価格の推移（1990～2011年7月現在）
出典：FAO Food Price Index （http://www.fao.org/worldfoodsituation/wfs-home/foodpricesindex/en/）
（注）5種55項目の食料国際価格を輸出額の大きさに応じ加重平均して算出。5種とは、砂糖、食料油、穀物、乳製品、食肉。

ウガンダでネリカ米の栽培方法を指導する青年海外
協力隊員（撮影：佐藤浩治）

出典：世界銀行「World Development Report 2010」
（注）地図中の色は11の主要品種（小麦、コメ、トウモロコシ、キビ、エンドウマメ、テンサイ、
サツマイモ、大豆、ピーナツ、ヒマワリ、ナタネ）の収量の変化予測を表す。

2050年には、
ほとんどの国で農業の収量が
低下すると予測されている。

2010年4～10月
華中地域を中心に豪雨、
洪水、日照不足
　 コメの生育に影響

モロッコ
2008年7月～
小麦、大麦、コメなどの輸出規制。
農産物価格の急騰で暴動が発生

ロシア
2010年7～8月
干ばつ深刻化
　 小麦などの大幅減産、輸出
　 規制（2011年6月30日解除）

食料価格の高騰を受け、2011年夏以降、
食品メーカーが小麦やパン、めん類などの
値上げを開始

2010年6～9月
西部で干ばつ
　 小麦などの生産減少見込み

2010年9月～2011年2月
東部で多雨（12月に洪水）
　 サトウキビ、小麦、野菜などに影響

2010年7月
パンジャブ州、シンド州で洪水
　 コメ、綿花、トウモロコシ、サトウキビなどに影響

2008年4月
首都ポルトープランスで食料価格値
上げへの抗議デモ激化

2007年9、10月～
小麦、コメの輸出規制

2008年9月～
トウモロコシ輸出規制

ハイチ

○c 久野真一／JICA

EU
2010年6～8月
イギリス・フランスで熱波、
バルカン半島で洪水
　 小麦、ナタネの生産減

2010年9月
東欧で降雨
　 収穫遅れ、品質悪化

○c UN Photo／Evan Schneider
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オーストラリア
インド

中国

日本

データ
なし

現在から2050年までの収量変化予測（％）

とりわけ食料自給率の低い地域がアフリカ。市場ではさまざまな食料が売られているが、輸入品も多く、
国際的な食料価格高騰の影響を受けやすい（撮影：谷本美加）

参考：農林水産省資料など

パキスタン
ケニア

○c UN Photo／Logan Abassi
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的
状
況
を
受
け
て
、
国
際
社
会
が
一
体
と
な
り

「
食
料
安
全
保
障
」
の
確
保
に
向
け
て
動
き
始
め

て
い
る
。
６
月
22
〜
23
日
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
パ

リ
で
、Ｇ
20
の
枠
組
み
で
は
初
と
な
る
農
業
大
臣

会
合
が
開
か
れ
、
20
の
国
・
地
域
の
農
業
関
係

の
閣
僚
級
を
は
じ
め
、国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ

Ａ
Ｏ
）
や
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

な
ど
の
国
際
機
関
が
一
堂
に
会
し
、
世
界
的
な

食
料
価
格
の
高
騰
へ
の
対
応
策
を
話
し
合
っ
た
。

そ
し
て
、
２
日
間
の
議
論
を
通
じ
て
打
ち
出
さ

れ
た
の
は
「
食
料
価
格
乱
高
下
お
よ
び
農
業
に

関
す
る
行
動
計
画
」。
食
料
需
給
に
関
す
る
情
報

収
集
・
分
析
の
た
め
の
「
農
業
市
場
情
報
シ
ス

テ
ム
（
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）」
の
設
置
、
衛
星
情
報
を
活

用
し
た
農
業
地
理
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
緊
急
時
の

迅
速
対
応
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
、
地
球
規
模
の
課
題
に
協
働
で
立
ち
向
か

っ
て
い
く
決
意
が
示
さ
れ
た
。

　
２
０
５
０
年
に
は
、
93
億
人
に
達
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
世
界
の
人
口
。
こ
の
先
40
年
、
現

在
の
12
億
人
の
先
進
国
は
１
億
人
の
増
加
に
と

ど
ま
る
一
方
、
す
で
に
53
億
人
に
上
る
途
上
国

で
は
27
億
人
が
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
中
長
期
的
な
視
点
で
今
後
の
対
応
策

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
90
億
以
上
の
人
々
の
「
食
」
を
ま
か
な

う
た
め
に
は
、
現
状
の
70
％
の
生
産
量
の
増
産

が
必
要
に
な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
世
界
の

食
料
の
需
要
・
供
給
の
安
定
を
通
じ
て
、
人
口

が
増
大
す
る
途
上
国
の
貧
困
削
減
に
つ
な
げ
て

い
く
べ
き
―
。
決
し
て
簡
単
で
は
な
い
こ
の
挑

戦
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
生
産
性
向
上
を
中
心
と
し

た
「
農
業
生
産
基
盤
の
確
立
」、
気
候
や
価
格
の

変
動
な
ど
の
「
シ
ョ
ッ
ク
へ
の
対
応
能
力
の
向

上
」
の
二
本
柱
で
協
力
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
ド
ナ
ー
は
、
食
料
そ
の
も

の
を
供
給
す
る
緊
急
支
援
や
財
政
支
援
な
ど
の

形
を
取
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
長
年
に
わ
た
り
、〝
モ
ノ
〞
の
支
援
だ
け
で
な

く
、
地
元
に
根
付
く
技
術
普
及
や
人
材
育
成
に

力
を
入
れ
て
き
た
。
ま
た
最
近
で
は
、
ア
フ
リ

カ
で
コ
メ
増
産
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
立
ち
上
げ

（
左
上
コ
ラ
ム
）
や
ブ
ラ
ジ
ル
の
セ
ラ
ー
ド
開
発

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
へ
の
移
転
（
８

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）、
科
学
技
術
を
活
用
し
た

稲
の
品
種
開
発
（
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
な

ど
支
援
の
形
も
多
様
化
。
品
種
開
発
か
ら
栽
培
、

収
穫
後
の
処
理
、
流
通
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ま

で
、
中
長
期
的
視
点
を
重
視
し
た
支
援
に
ア
メ

リ
カ
や
世
界
銀
行
も
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
今

後
の
連
携
の
可
能
性
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
他
ド
ナ
ー
と
の
積
極
的
な
取

り
組
み
が
進
め
ば
、
世
界
的
な
食
料
供
給
の
安

定
化
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ま
で
、
特
定
の
作
物
を
特
定
の
国
に
依
存

し
て
き
た
日
本
の
輸
入
先
の
多
角
化
に
貢
献
す

る
こ
と
も
中
長
期
的
に
は
期
待
さ
れ
る
。

　
い
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
世
界
の
食
料
事
情
。

こ
の
数
カ
月
で
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
価
格
の
急
落
、
ロ
シ
ア
の
小
麦
輸
出
規
制

の
解
除
が
進
む
一
方
、
ア
フ
リ
カ
北
東
部
で
は

60
年
来
の
大
干
ば
つ
が
到
来
す
る
な
ど
状
況
は

刻
々
と
変
化
し
て
い
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
後
も
世

界
の
動
き
を
的
確
に
と
ら
え
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

と
も
に
、
着
実
な
支
援
を
続
け
て
い
く
方
針
だ
。

中
長
期
的
な

日
本
の
食
料
支
援
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人
間
に
と
っ
て
「
食
」
と
は
何
か
―
。
日
々

の
生
活
に
自
動
的
に
組
み
込
ま
れ
た
〝
Ｔ
Ｏ 

Ｄ

Ｏ
〞
の
一
つ
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
つ
な
い
で

い
く
た
め
に
、
決
し
て
途
絶
え
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
も
の
だ
。

　
し
か
し
地
球
上
で
は
、
約
９
億
人
も
の
人
が
、

満
足
な
食
事
が
で
き
ず
餓
え
に
苦
し
ん
で
い
る
。

こ
の
数
年
は
世
界
的
に
食
料
価
格
の
高
騰
が
進

み
、
そ
の
状
況
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
20
数
年
、
比
較
的
安
定
し
た
数
値

を
維
持
し
て
い
た
食
料
価
格
。
し
か
し
２
０
０

７
年
後
半
ご
ろ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
記
録
的
な
高
騰
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
。
中
で
も
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
小
麦
な
ど
の

穀
物
や
砂
糖
の
価
格
上
昇
が
著
し
い
。
そ
の
影

響
を
受
け
て
約
４
４
０
０
万
人
が
貧
困
化
し
た

（
２
０
１
０
年
下
半
期
、世
界
銀
行
推
計
）と
の
報

告
も
出
さ
れ
て
お
り
、
円
高
に
も
か
か
わ
ら
ず

日
本
で
も
パ
ン
や
め
ん
類
な
ど
が
値
上
が
り
し
、

確
実
に
実
生
活
に
影
響
が
及
ん
で
い
る
。

　
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る

の
か
。
そ
の
関
係
が
疑
わ
れ
て
い
る
要
因
は
、

一
つ
だ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、

自
然
界
か
ら
の
影
響
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
天
候
不

順
、
ロ
シ
ア
の
干
ば
つ
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
洪
水
な
ど
が
原
因
で
、
農
産
物

の
生
産
に
多
大
な
被
害
が
生
じ
た
。
そ
れ
に
加

え
、
穀
物
市
場
へ
の
投
機
マ
ネ
ー
の
流
入
、
イ

ン
ド
や
中
国
な
ど
新
興
国
の
需
要
増
加
、
農
業

生
産
性
の
伸
び
率
の
低
迷
、
食
用
作
物
の
バ
イ

オ
燃
料
原
料
用
途
へ
の
需
要
拡
大
…
。
こ
れ
ら

が
複
合
的
に
絡
み
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
故
に
、
現
状
を
打
開
す
る
道
筋
を
立
て
る

こ
と
も
容
易
で
は
な
い
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
不
況
の
影

響
を
受
け
て
、
食
料
価
格
は
い
っ
た
ん
下
落
し

た
。
し
か
し
２
０
１
０
年
夏
ご
ろ
か
ら
再
び
急

騰
。
穀
物
に
関
し
て
は
、
07
〜
08
年
の
最
大
値

を
上
回
っ
た
状
態
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
先
が
見
え
な
い
。

　
日
本
の
食
料
自
給
率
は
、約
40
％（
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
）。
国
内
消
費
分
の
多
く
を
、ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の
農
業
大
国

に
依
存
し
て
お
り
、
ま
さ
に
今
、
輸
入
価
格
の

高
騰
に
直
面
し
て
い
る
。
日
々
の
生
活
の
中
で
、

そ
の
影
響
を
実
感
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い

は
ず
だ
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
以
上
に
深
刻
な
被
害
が
及
ん

で
い
る
の
が
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
な
ど
の
開

発
途
上
国
。
前
述
し
た
餓
え
に
苦
し
む
９
億
人

の
ほ
と
ん
ど
が
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
国
々
に
暮

ら
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
食
料
を
輸
入
に
依
存

し
て
い
る
国
が
多
い
上
に
、
食
料
価
格
の
急
騰

や
自
然
災
害
の
よ
う
な
外
的
シ
ョ
ッ
ク
に
対
応

で
き
る
体
制
も
技
術
も
普
及
し
て
い
な
い
。
食

料
価
格
の
高
騰
か
ら
波
及
し
、
財
政
悪
化
、
物

価
上
昇
、
さ
ら
に
は
住
民
に
よ
る
抗
議
運
動
も

勃
発
し
て
い
る
。
物
理
的
に
食
べ
物
が
な
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
農
業
人
口
が
多
数
を
占
め
る

途
上
国
で
は
、
国
全
体
の
安
定
を
脅
か
す
要
因

と
な
り
か
ね
な
い
。

　
す
べ
て
の
人
々
が
、
安
心
し
て
安
全
な
食
料

を
十
分
得
ら
れ
る
よ
う
に
―
。
今
、
こ
の
危
機

生
き
る
た
め
に

絶
対
に
必
要
な
も
の

「
食
料
安
全
保
障
」
を

確
保
す
る
た
め
に
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新たなコメ作りの時代へ

編集協力：農林水産省大臣官房国際部国際協力課

■食料問題にかかわる世界の主な動き

　いまだ食料不足が深刻なサハラ以南アフリカ。
しかしこの地域で今、コメの生産拡大への期待が
高まっている。
　そのポテンシャルにいち早く着目したのがJICA。
国際機関や他ドナーと連携し、稲作振興を展開し
ている。そのベースになっているのが、2008年5
月の第4回アフリカ開発会議（TICADⅣ）で発足
した「アフリカ稲作振興のための共同体（CAR
D）」。今後10年間で、サハラ以南アフリカのコメ
生産量の倍増（1,400万トンから2,800万トン）を
目標に掲げたイニシアチブが進行中だ。
　CARDが目指すのは“アフリカ版緑の革命”。
23のパイロット国の課題に即した稲作開発戦略
（NRDS）を策定し、その内容に基づき他ドナーと
協働で支援を具体化していく。現在、JICAは17
カ国で支援を展開中。ウガンダでは、乾燥の激し
いアフリカの気候にも適した品種「ネリカ米」を推
進すべく専門家を派遣。青年海外協力隊が草の
根レベルでの普及に取り組んでいるほか、モザン
ビークのベトナムとの連携事業（8ページに関連
記事）、国際稲研究所（IRRI）とのアフリカ研究者
への研修など、新たな試みも進行中だ。
　今年11月には、第4回CARD本会合がウガン
ダで開催される予定。この3年間の成果について
の議論が交わされる。アフリカで緑の革命は達成
できるか―。6月のG20農業大臣会合でもCARD
の有用性が言及されており、今後の展開に世界
中から期待が寄せられている。 
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（基準年次 2002～04 年を 100 とした場合）

in AFRICA

世界の食料問 題 に挑む
現在、世界の人口は増加の一途をたどり、
食料の需要と供給のバランスが崩れ始めている。
そんな中、世界の食料事情を揺るがしている食料価格の高騰。
人々の「食料安全保障」を確保するため、
この現実にどう立ち向かっていくべきか。

国際食料価格の推移（1990～2011年7月現在）
出典：FAO Food Price Index （http://www.fao.org/worldfoodsituation/wfs-home/foodpricesindex/en/）
（注）5種55項目の食料国際価格を輸出額の大きさに応じ加重平均して算出。5種とは、砂糖、食料油、穀物、乳製品、食肉。

ウガンダでネリカ米の栽培方法を指導する青年海外
協力隊員（撮影：佐藤浩治）

出典：世界銀行「World Development Report 2010」
（注）地図中の色は11の主要品種（小麦、コメ、トウモロコシ、キビ、エンドウマメ、テンサイ、
サツマイモ、大豆、ピーナツ、ヒマワリ、ナタネ）の収量の変化予測を表す。

2050年には、
ほとんどの国で農業の収量が
低下すると予測されている。
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　 小麦などの大幅減産、輸出
　 規制（2011年6月30日解除）

食料価格の高騰を受け、2011年夏以降、
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2010年7月
パンジャブ州、シンド州で洪水
　 コメ、綿花、トウモロコシ、サトウキビなどに影響

2008年4月
首都ポルトープランスで食料価格値
上げへの抗議デモ激化

2007年9、10月～
小麦、コメの輸出規制

2008年9月～
トウモロコシ輸出規制

ハイチ

○c 久野真一／JICA

EU
2010年6～8月
イギリス・フランスで熱波、
バルカン半島で洪水
　 小麦、ナタネの生産減

2010年9月
東欧で降雨
　 収穫遅れ、品質悪化

○c UN Photo／Evan Schneider
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世界の食料問題に挑む

オーストラリア
インド

中国

日本

データ
なし

現在から2050年までの収量変化予測（％）

とりわけ食料自給率の低い地域がアフリカ。市場ではさまざまな食料が売られているが、輸入品も多く、
国際的な食料価格高騰の影響を受けやすい（撮影：谷本美加）

参考：農林水産省資料など

パキスタン
ケニア

○c UN Photo／Logan Abassi



6月下旬、ブラジルの首都ブラジリアの農牧研究公社本部で行われた協議では、
今後のモザンビークでの活動に向けた両国の案を持ち寄り議論を重ねた。日本か
らは独立行政法人国際農林水産業研究センターの飛田哲JICA専門家（左）ら
が、日本の研究調査活動についてプレゼンを行った

　
　
　
　
　
　
　

　
降
り
そ
そ
ぐ
太
陽
。乾
い
た
空
気
。

赤
土
の
大
地
は
、
熱
帯
サ
バ
ン
ナ
の
イ

メ
ー
ジ
そ
の
も
の
。モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
北

部
に
位
置
す
る
ナ
ン
プ
ラ
市
の
６
月

は
乾
期
。雨
に
は
な
か
な
か
恵
ま
れ
な

い
。

　
真
夏
の
よ
う
な
青
空
の
下
、
農
地
で

は
両
手
に
ジ
ョ
ウ
ロ
を
持
っ
た
農
民

た
ち
が
作
物
に
水
を
や
っ
て
い
る
。日

差
し
が
ど
ん
な
に
強
く
て
も
彼
ら
は

畑
と
小
川
を
何
往
復
も
歩
き
、
１
日
２

回
の
水
や
り
を
欠
か
さ
な
い
。手
塩
に

か
け
育
て
た
ピ
ー
マ
ン
や
レ
タ
ス
は
、

緑
が
濃
く
大
ぶ
り
で
見
る
か
ら
に
み

ず
み
ず
し
い
。し
か
し
、
池
や
小
川
が

近
く
に
な
い
農
地
で
は
、
12
月
か
ら
始

ま
る
雨
期
を
待
っ
て
種
を
ま
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。乾
燥
に
強
い
と
さ
れ

る
キ
ャ
ッ
サ
バ
で
す
ら
、
挿
し
木
か
ら

苗
木
が
育
つ
ま
で
の
時
期
に
十
分
な

恵
ま
れ
た
気
候

手
つ
か
ず
の
大
地

水
を
や
ら
な
け
れ
ば
育
ち
が
悪
い
の

だ
。

　
こ
の
よ
う
な
小
規
模
農
業
が
続
く

こ
の
土
地
で
、
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
が
協
力
し
て
進
め
る
「
ナ

カ
ラ
回
廊
農
業
開
発
研
究
・
技
術
移

転
能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
今
年

４
月
に
始
ま
っ
た
。モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
北

部
の
貿
易
拠
点
・
ナ
カ
ラ
港
と
隣
の

内
陸
国
マ
ラ
ウ
イ
を
結
ぶ
ナ
カ
ラ
回

廊
を
整
備
し
、
周
辺
の
広
大
な
一
帯
を

開
発
し
て
い
く
「
Ｐ
ｒｏ
Ｓ
A
V
A
N
A

プ
ロ
グ
ラ
ム
」※
の
第
一
弾
だ
。

　
日
本
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
、
こ
の

地
に
似
た
熱
帯
サ
バ
ン
ナ
気
候
の
ブ

ラ
ジ
ル
・
セ
ラ
ー
ド
地
域
で
農
業
開

発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。か
つ
て
の
セ

ラ
ー
ド
地
域
の
土
壌
は
、
ナ
カ
ラ
回
廊

周
辺
よ
り
ず
っ
と
農
業
生
産
に
適
さ

な
い〝
不
毛
の
荒
れ
地
〞だ
っ
た
。し
か

し
、
79
年
に
本
格
的
に
始
ま
っ
た
「
日

伯
セ
ラ
ー
ド
農
業
開
発
協
力
事
業
」
を

通
じ
て
、
農
地
の
造
成
、
灌
漑
設
備
の

整
備
、
農
業
技
術
の
改
善
な
ど
を
22
年

に
わ
た
り
続
け
た
。あ
れ
か
ら
30
年
以

上
が
経
過
し
た
今
、
セ
ラ
ー
ド
地
域
は

大
豆
、
綿
、
野
菜
、
果
物
、
コ
ー
ヒ
ー
な

ど
を
産
出
す
る
世
界
有
数
の
一
大
農

業
地
帯
へ
と
変
ぼ
う
を
遂
げ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
い
。世
界
の
食
料
供
給

の
安
定
に
も
貢
献
し
、「
農
業
革
命
」と

ま
で
呼
ば
れ
た
。

　
こ
の
セ
ラ
ー
ド
開
発
の
経
験
を
生

か
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
が
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
農

業
省
と
国
立
農
業
研
究
所
（
Ｉ
Ｉ
Ａ

Ｍ
）、
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
両
国
か
ら
派

遣
さ
れ
た
専
門
家
、
こ
れ
ら
３
カ
国
が

協
働
で
、
研
究
施
設
の
改
善
、
気
象
や

土
壌
・
水
資
源
な
ど
の
デ
ー
タ
収
集
、

適
正
栽
培
体
系
や
品
種
の
選
定
な
ど

「
失
敗
を
繰
り
返
す
な
」

セ
ラ
ー
ド
か
ら
の
教
訓

コ
メ
の
需
要
を

国
産
で
ま
か
な
う
た
め
に

特集
世界の食料問題に挑む

を
進
め
て
い
く
。い
わ
ば
、
モ
ザ
ン
ビ

ー
ク
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
日
本
の
人
材
・

技
術
・
経
験
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
農
業
の
可
能
性
を
引

き
出
そ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

「
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
ま
だ
ま
だ
暗
中

模
索
。３
カ
国
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
ビ
ッ
グ
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
す
」
と
、Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｍ
東
北

地
域
農
業
試
験
場
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・

チ
テ
ィ
オ
場
長
。Ｐ
ｒ
ｏ
Ｓ
A
V
A
N
A

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
す
る
ア
メ
リ
コ
・

ワ
シ
ケ
テ
ィ
調
整
員
も
、「
日
伯
の
協

力
を
得
て
、
セ
ラ
ー
ド
開
発
の
約
半

分
、
20
年
で
広
い
ナ
カ
ラ
回
廊
全
域
の

開
発
を
終
わ
ら
せ
た
い
」
と
こ
の
地
の

将
来
に
夢
を
は
せ
る
。

　
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｍ
東
北
地
域
農
業
試
験
場
で

は
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
や

試
験
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。「
今
、
圃
場

で
は
10
種
類
の
キ
ャ
ッ
サ
バ
を
試
験
的

に
栽
培
し
て
い
ま
す
。ウ
イ
ル
ス
病
耐

性
や
高
収
量
の
品
種
、
食
感
の
良
い
品

種
な
ど
を
育
て
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、

デ
ン
プ
ン
や
タ
ン
パ
ク
質
、
カ
ロ
チ
ン

の
含
量
が
多
い
〝
栄
養
価
や
付
加
価
値

の
あ
る
〞
品
種
の
育
種
も
手
掛
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」。そ
う
話
す
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ン
・
ク
ァ
ン
ベ
研
究
主
任
は

８
年
前
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
セ
ラ
ー
ド

の
大
地
を
視
察
し
て
き
た
一
人
だ
。ブ

ラ
ジ
ル
産
キ
ャ
ッ
サ
バ
の
有
望
な
品
種

を
ナ
カ
ラ
回
廊
地
域
に
根
付
か
せ
る
た

め
に
、試
行
錯
誤
の
日
々
が
続
く
。

モザンビークでは6月はコメの収穫
期。この農家では、手作業の稲刈り
が2カ月も続く

［上］これから始まる水路改修工事
は、「皆が参加することが大事」と、
田村専門家（右から2人目）
［下］モザンビークでは、アジア諸国
より安価なコメが一般に広く流通し
ている。これら輸入米に国産米が対
抗するには、生産性と精米技術の向
上が必要

3カ国の協力は言葉の壁や文化の違いもあり、
難しさがあるが、日本人とベトナム人両専門家
は、同じ宿舎で生活を共にし、困難を乗り越えて
信頼関係を築いている
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だ
が
、
セ
ラ
ー
ド
で
培
わ
れ
た
技
術

を
取
り
入
れ
て
い
け
ば
、
そ
れ
で
い
い

の
だ
ろ
う
か
―
。こ
の
問
い
に
対
し
、

ブ
ラ
ジ
ル
農
牧
研
究
公
社
（
Ｅ
ｍ
ｂ
ｒ

ａ
ｐ
ａ
）
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
サ
ン
タ
ー

ナ
調
整
役
を
は
じ
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
専

門
家
た
ち
は
「
セ
ラ
ー
ド
開
発
の
過
程

は
成
功
だ
け
で
な
く
失
敗
も
あ
っ
た
」

と
明
か
す
。「
同
じ
よ
う
な
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
。そ
の
た
め
の
研
究
活
動

も
重
要
に
な
っ
て
く
る
」の
だ
。

　
回
廊
が
整
備
さ
れ
る
と
、
現
在
は
利

用
さ
れ
て
い
な
い
土
地
の
開
拓
が
進

み
、
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
容
易
に
な

る
。そ
こ
で
商
品
価
値
の
高
い
作
物
を

導
入
す
れ
ば
、
農
家
の
人
々
の
現
金
収

入
の
増
加
が
期
待
で
き
る
。こ
う
し
た

商
業
的
農
業
シ
ス
テ
ム
で
は
、
生
産
性

と
持
続
性
が
重
要
。そ
の
た
め
の
農
業

技
術
の
改
善
は
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
農

業
研
究
・
技
術
移
転
の
能
力
強
化
と

と
も
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き

な
目
玉
と
な
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
安
養

寺
久
男
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
（
Ｎ
Ｔ
Ｃ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
）
ら

日
本
の
専
門
家
は
、「
農
業
試
験
場
の

研
究
能
力
を
向
上
さ
せ
人
を
育
て
る

こ
と
が
、
今
後
の
ナ
カ
ラ
回
廊
農
業
開

発
の
カ
ギ
を
握
る
」
と
見
て
い
る
。こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
海
外
か
ら
の
民

間
投
資
に
よ
る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
経

済
成
長
、
そ
し
て
世
界
の
食
料
安
全
保

障
の
確
保
ま
で
も
期
待
さ
れ
る
、〝
農

業
革
命
〞の
第
一
歩
だ
。

　
と
こ
ろ
変
わ
っ
て
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

中
部
に
あ
る
コ
メ
ど
こ
ろ
、
ザ
ン
ベ
ジ

ア
州
。見
渡
す
限
り
水
田
が
広
が
る
こ

の
地
域
で
は
、
国
産
米
の
約
半
分
を
生

産
し
て
い
る
。と
こ
ろ
が
市
場
を
訪
ね

て
み
る
と
、タ
イ
、パ
キ
ス
タ
ン
、中
国

な
ど
外
国
産
の
コ
メ
が
目
に
つ
く
。実

際
、
国
内
生
産
は
約
26
万
ト
ン（
09
年
）

に
上
る
も
の
の
、
増
加
す
る
消
費
量
に

追
い
付
か
ず
、
30
万
ト
ン
以
上
を
海
外

か
ら
輸
入
し
て
い
る
の
だ
。そ
し
て
追

い
打
ち
を
か
け
た
の
が
、
08
年
の
食
料

価
格
高
騰
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
で
は
、
コ
メ
を
は
じ
め
と
し

た
国
の
食
料
増
産
計
画
が
策
定
さ
れ
、

自
給
率
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
た
。

　
２
０
１
１
年
１
月
、
こ
の
計
画
を
後

押
し
す
べ
く
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
ベ
ト

ナ
ム
・
日
本
の
三
角
協
力
で
「
ザ
ン
ベ

ジ
ア
州
ナ
ン
テ
地
区
稲
作
生
産
性
向

上
の
た
め
の
技
術
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
始
ま
っ
た
。農
業
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
高
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象

地
域
に
も
な
っ
て
い
る
マ
ガ
ン
ジ
ャ
・

デ
・
コ
ス
タ
郡
は
、
国
が
定
め
た
稲
作

振
興
優
先
郡
の
一
つ
だ
。プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
老
朽
化
し
た
灌
漑
設
備
を
改

善
し
、
栽
培
技
術
を
広
め
、
農
家
の
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
貧
困
削

減
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
６
月
の
稲
刈
り
シ
ー
ズ
ン
真
っ
た
だ

中
、
同
郡
イ
ン
タ
ボ
灌
漑
区
の
公
共
施

設
に
、農
民
約
30
人
と
、水
利
組
合
の
組

合
長
、農
業
普
及
員
、ベ
ト
ナ
ム
・
日
本

両
国
の
専
門
家
ら
が
集
ま
っ
て
い
る
。

水
路
の
改
修
工
事
を
ど
う
進
め
る
か
、

皆
で
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
た
。

　「
灌
漑
稲
作
技
術
と
単
に
言
葉
で
説

明
さ
れ
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
で

す
。で
も
研
修
を
重
ね
て
変
わ
る
こ
と

が
大
事
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。だ
か

ら
、
私
た
ち
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
農

家
が
研
修
を
受
け
、
研
修
を
受
け
て
い

な
い
人
に
も
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
農
民
の
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
さ
ん
。改
修
工
事
と
は
い

え
、
最
初
は
水
路
を
覆
う
長
く
伸
び
た

雑
草
を
刈
り
取
る
と
い
う
地
道
な
力

仕
事
。だ
が
マ
ニ
ュ
エ
ル
さ
ん
は
、「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
わ
る
ま
で
に
は
コ

メ
の
収
穫
量
を
確
実
に
上
げ
た
い
」
と

意
気
込
み
を
見
せ
る
。

　
し
か
し
収
穫
量
を
上
げ
る
た
め
に

は
、
灌
漑
設
備
の
整
備
・
管
理
の
ほ
か

に
も
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

る
。そ
の
土
地
に
適
し
た
種
子
の
選

定
、
土
壌
の
改
善
、
田
植
え
の
方
法
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
技
術
も
必

要
。こ
れ
を
担
当
す
る
の
が
ベ
ト
ナ
ム

人
専
門
家
た
ち
だ
。

IIAM東北地域農業試験場のキャッサバ試験圃場。
都市部ではパンやコメの消費が増えているものの、キャッサバはトウモロコシと並んでこの国の主食だ

このような小規模農家がモザンビークの農業の大部分を占
める。雨期にはキャッサバやトウモロコシも栽培する

［右］改修が予定されているIIAM東北地域農業試
験場（ナンプラ市）の分析室
［左］IIAM東北地域農業試験場のフェルナンド・チ
ティオ場長。ブラジルの経験を参考に、新たな商品
作物として大豆栽培を普及させることを検討中　

［右］キャッサバの育種を担当するコンスタンティン・クァンベ研究主任
［左］16年に及ぶ内戦から復興したものの、百葉箱など研究所の設備
は老朽化し、植民地時代より状況が悪い

※農業開発を通じて、貧困削減・食料問題の低減・食料安全保障
への貢献を目指すプログラム。民間投資の誘致も行い、経済成長
に貢献する中・大規模農業の可能性も考えられている。

　
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
が
、
実
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
と
ベ
ト

ナ
ム
は
植
民
地
支
配
↓
社
会
主
義
体

制
↓
戦
争
↓
復
興
・
成
長
と
、
た
ど
っ

て
き
た
歴
史
に
共
通
点
が
多
く
、
昔
か

ら
交
流
も
あ
っ
た
。ま
た
、
日
本
も
長

年
ベ
ト
ナ
ム
の
稲
作
支
援
を
続
け
て

お
り
、
そ
こ
で
学
ん
だ
技
術
を
も
と

に
、
ベ
ト
ナ
ム
は
他
国
へ
の
支
援
も
行

う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
稲
作
技
術
を
担
当
す
る
ベ

ト
ナ
ム
人
の
デ
ィ
ン
・
ス
ワ
ァ
ン
・

ズ
ッ
ク
専
門
家
は
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
セ
ネ
ガ
ル
で
技
術
指
導
に
当
た

っ
た
経
験
が
あ
る
。「
こ
の
土
地
は
、
コ

メ
作
り
に
は
非
常
に
適
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
栽
培
技
術
が
低
い
の
で
す
」
と

話
す
。

　
ま
た
、
種
子
生
産
を
担
当
す
る
ホ
ア

ン
・
キ
ム
・
ヴ
ィ
専
門
家
、
灌
漑
担
当

の
ム
ェ
ン
・
ル
ッ
・
ロ
ン
専
門
家
、
通

訳
を
担
当
す
る
レ
・
チ
ゥ
・
ト
ゥ
イ
さ

ん
ら
も
、「
ベ
ト
ナ
ム
で
培
っ
た
技
術
を

生
か
し
て
、ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
い
」と

口
を
そ
ろ
え
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
。こ
れ
か
ら
３
カ
国
が
手
を
取

り
合
い
、
灌
漑
稲
作
技
術
の
定
着
と
コ

メ
の
収
穫
量
向
上
を
目
指
し
て
汗
を

流
す
こ
と
に
な
る
。

　
水
田
が
広
が
る
マ
ガ
ン
ジ
ャ
・
デ
・

コ
ス
タ
郡
で
の
専
門
家
た
ち
の
生
活

は
非
常
に
厳
し
い
。蛇
口
か
ら
は
お
湯

は
お
ろ
か
水
さ
え
出
ず
、
木
炭
で
火
を

起
こ
し
食
事
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。停
電
も
度
々
で
、
携
帯
電
話
も

つ
な
が
ら
な
い
。

　
と
は
い
え
、「
両
国
の
専
門
家
と
も
、

『
よ
く
こ
ん
な
土
地
で
活
動
で
き
た
』

で
終
わ
ら
せ
ず
、
必
ず
成
果
を
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
」
と
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
田
村
政
人
・Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
（
有
限
会
社
ア
ー
ル
・

デ
ィ
ー
・
ア
イ
）
は
語
る
。人
間
に
と
っ

て
不
便
な
地
で
あ
る
故
に
開
発
は
遅

れ
て
い
る
が
、
本
当
は〝
農
産
地
〞と
い

う
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の

だ
。ザ
ン
ベ
ジ
ア
州
農
業
局
の
ル
イ
ス
・

ゼ
カ
・
ト
モ
局
長
代
理
も
、「
こ
の
取

り
組
み
は
、
単
に
農
家
の
技
術
や
収
入

を
上
げ
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
こ
の
国
の
経
済
を
支
え
て
い
く

た
め
の
〝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
で
も
あ
る

の
で
す
」と
意
義
の
大
き
さ
を
話
す
。

　
小
さ
な
一
粒
の
種
が
豊
か
な
実
り

と
な
る
ま
で
、
ま
だ
ま
だ
道
の
り
は
長

い
。次
世
代
へ
向
け
た
種
ま
き
は
、
今
、

始
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

文・写真＝谷本美加（写真家）

三
位
一
体
で

農
業
の
可
能
性
を
引
き
出
す 

「農業革命」で
食の安全保障の実現を
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農地として使える土地が国土の約45％を占め、
労働人口の約80％が農業に従事するモザンビーク。
主要作物の生産性向上を目指し、
伝統的な農業が今、変わろうとしている。
食料の安定供給は実現できるのか―。
６月下旬、大きな可能性を秘めるこの国を訪ねた。
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6月下旬、ブラジルの首都ブラジリアの農牧研究公社本部で行われた協議では、
今後のモザンビークでの活動に向けた両国の案を持ち寄り議論を重ねた。日本か
らは独立行政法人国際農林水産業研究センターの飛田哲JICA専門家（左）ら
が、日本の研究調査活動についてプレゼンを行った

　
　
　
　
　
　
　

　
降
り
そ
そ
ぐ
太
陽
。乾
い
た
空
気
。

赤
土
の
大
地
は
、
熱
帯
サ
バ
ン
ナ
の
イ

メ
ー
ジ
そ
の
も
の
。モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
北

部
に
位
置
す
る
ナ
ン
プ
ラ
市
の
６
月

は
乾
期
。雨
に
は
な
か
な
か
恵
ま
れ
な

い
。

　
真
夏
の
よ
う
な
青
空
の
下
、
農
地
で

は
両
手
に
ジ
ョ
ウ
ロ
を
持
っ
た
農
民

た
ち
が
作
物
に
水
を
や
っ
て
い
る
。日

差
し
が
ど
ん
な
に
強
く
て
も
彼
ら
は

畑
と
小
川
を
何
往
復
も
歩
き
、
１
日
２

回
の
水
や
り
を
欠
か
さ
な
い
。手
塩
に

か
け
育
て
た
ピ
ー
マ
ン
や
レ
タ
ス
は
、

緑
が
濃
く
大
ぶ
り
で
見
る
か
ら
に
み

ず
み
ず
し
い
。し
か
し
、
池
や
小
川
が

近
く
に
な
い
農
地
で
は
、
12
月
か
ら
始

ま
る
雨
期
を
待
っ
て
種
を
ま
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。乾
燥
に
強
い
と
さ
れ

る
キ
ャ
ッ
サ
バ
で
す
ら
、
挿
し
木
か
ら

苗
木
が
育
つ
ま
で
の
時
期
に
十
分
な

恵
ま
れ
た
気
候

手
つ
か
ず
の
大
地

水
を
や
ら
な
け
れ
ば
育
ち
が
悪
い
の

だ
。

　
こ
の
よ
う
な
小
規
模
農
業
が
続
く

こ
の
土
地
で
、
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
が
協
力
し
て
進
め
る
「
ナ

カ
ラ
回
廊
農
業
開
発
研
究
・
技
術
移

転
能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
今
年

４
月
に
始
ま
っ
た
。モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
北

部
の
貿
易
拠
点
・
ナ
カ
ラ
港
と
隣
の

内
陸
国
マ
ラ
ウ
イ
を
結
ぶ
ナ
カ
ラ
回

廊
を
整
備
し
、
周
辺
の
広
大
な
一
帯
を

開
発
し
て
い
く
「
Ｐ
ｒｏ
Ｓ
A
V
A
N
A

プ
ロ
グ
ラ
ム
」※
の
第
一
弾
だ
。

　
日
本
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
、
こ
の

地
に
似
た
熱
帯
サ
バ
ン
ナ
気
候
の
ブ

ラ
ジ
ル
・
セ
ラ
ー
ド
地
域
で
農
業
開

発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。か
つ
て
の
セ

ラ
ー
ド
地
域
の
土
壌
は
、
ナ
カ
ラ
回
廊

周
辺
よ
り
ず
っ
と
農
業
生
産
に
適
さ

な
い〝
不
毛
の
荒
れ
地
〞だ
っ
た
。し
か

し
、
79
年
に
本
格
的
に
始
ま
っ
た
「
日

伯
セ
ラ
ー
ド
農
業
開
発
協
力
事
業
」
を

通
じ
て
、
農
地
の
造
成
、
灌
漑
設
備
の

整
備
、
農
業
技
術
の
改
善
な
ど
を
22
年

に
わ
た
り
続
け
た
。あ
れ
か
ら
30
年
以

上
が
経
過
し
た
今
、
セ
ラ
ー
ド
地
域
は

大
豆
、
綿
、
野
菜
、
果
物
、
コ
ー
ヒ
ー
な

ど
を
産
出
す
る
世
界
有
数
の
一
大
農

業
地
帯
へ
と
変
ぼ
う
を
遂
げ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
い
。世
界
の
食
料
供
給

の
安
定
に
も
貢
献
し
、「
農
業
革
命
」と

ま
で
呼
ば
れ
た
。

　
こ
の
セ
ラ
ー
ド
開
発
の
経
験
を
生

か
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
が
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
農

業
省
と
国
立
農
業
研
究
所
（
Ｉ
Ｉ
Ａ

Ｍ
）、
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
両
国
か
ら
派

遣
さ
れ
た
専
門
家
、
こ
れ
ら
３
カ
国
が

協
働
で
、
研
究
施
設
の
改
善
、
気
象
や

土
壌
・
水
資
源
な
ど
の
デ
ー
タ
収
集
、

適
正
栽
培
体
系
や
品
種
の
選
定
な
ど

「
失
敗
を
繰
り
返
す
な
」

セ
ラ
ー
ド
か
ら
の
教
訓

コ
メ
の
需
要
を

国
産
で
ま
か
な
う
た
め
に

特集
世界の食料問題に挑む

を
進
め
て
い
く
。い
わ
ば
、
モ
ザ
ン
ビ

ー
ク
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
日
本
の
人
材
・

技
術
・
経
験
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
農
業
の
可
能
性
を
引

き
出
そ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

「
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
ま
だ
ま
だ
暗
中

模
索
。３
カ
国
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
ビ
ッ
グ
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
す
」
と
、Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｍ
東
北

地
域
農
業
試
験
場
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・

チ
テ
ィ
オ
場
長
。Ｐ
ｒ
ｏ
Ｓ
A
V
A
N
A

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
す
る
ア
メ
リ
コ
・

ワ
シ
ケ
テ
ィ
調
整
員
も
、「
日
伯
の
協

力
を
得
て
、
セ
ラ
ー
ド
開
発
の
約
半

分
、
20
年
で
広
い
ナ
カ
ラ
回
廊
全
域
の

開
発
を
終
わ
ら
せ
た
い
」
と
こ
の
地
の

将
来
に
夢
を
は
せ
る
。

　
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｍ
東
北
地
域
農
業
試
験
場
で

は
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
や

試
験
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。「
今
、
圃
場

で
は
10
種
類
の
キ
ャ
ッ
サ
バ
を
試
験
的

に
栽
培
し
て
い
ま
す
。ウ
イ
ル
ス
病
耐

性
や
高
収
量
の
品
種
、
食
感
の
良
い
品

種
な
ど
を
育
て
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、

デ
ン
プ
ン
や
タ
ン
パ
ク
質
、
カ
ロ
チ
ン

の
含
量
が
多
い
〝
栄
養
価
や
付
加
価
値

の
あ
る
〞
品
種
の
育
種
も
手
掛
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」。そ
う
話
す
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ン
・
ク
ァ
ン
ベ
研
究
主
任
は

８
年
前
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
セ
ラ
ー
ド

の
大
地
を
視
察
し
て
き
た
一
人
だ
。ブ

ラ
ジ
ル
産
キ
ャ
ッ
サ
バ
の
有
望
な
品
種

を
ナ
カ
ラ
回
廊
地
域
に
根
付
か
せ
る
た

め
に
、試
行
錯
誤
の
日
々
が
続
く
。

モザンビークでは6月はコメの収穫
期。この農家では、手作業の稲刈り
が2カ月も続く

［上］これから始まる水路改修工事
は、「皆が参加することが大事」と、
田村専門家（右から2人目）
［下］モザンビークでは、アジア諸国
より安価なコメが一般に広く流通し
ている。これら輸入米に国産米が対
抗するには、生産性と精米技術の向
上が必要

3カ国の協力は言葉の壁や文化の違いもあり、
難しさがあるが、日本人とベトナム人両専門家
は、同じ宿舎で生活を共にし、困難を乗り越えて
信頼関係を築いている

特集
世界の食料問題に挑む

　
だ
が
、
セ
ラ
ー
ド
で
培
わ
れ
た
技
術

を
取
り
入
れ
て
い
け
ば
、
そ
れ
で
い
い

の
だ
ろ
う
か
―
。こ
の
問
い
に
対
し
、

ブ
ラ
ジ
ル
農
牧
研
究
公
社
（
Ｅ
ｍ
ｂ
ｒ

ａ
ｐ
ａ
）
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
サ
ン
タ
ー

ナ
調
整
役
を
は
じ
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
専

門
家
た
ち
は
「
セ
ラ
ー
ド
開
発
の
過
程

は
成
功
だ
け
で
な
く
失
敗
も
あ
っ
た
」

と
明
か
す
。「
同
じ
よ
う
な
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
。そ
の
た
め
の
研
究
活
動

も
重
要
に
な
っ
て
く
る
」の
だ
。

　
回
廊
が
整
備
さ
れ
る
と
、
現
在
は
利

用
さ
れ
て
い
な
い
土
地
の
開
拓
が
進

み
、
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
容
易
に
な

る
。そ
こ
で
商
品
価
値
の
高
い
作
物
を

導
入
す
れ
ば
、
農
家
の
人
々
の
現
金
収

入
の
増
加
が
期
待
で
き
る
。こ
う
し
た

商
業
的
農
業
シ
ス
テ
ム
で
は
、
生
産
性

と
持
続
性
が
重
要
。そ
の
た
め
の
農
業

技
術
の
改
善
は
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
農

業
研
究
・
技
術
移
転
の
能
力
強
化
と

と
も
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き

な
目
玉
と
な
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
安
養

寺
久
男
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
（
Ｎ
Ｔ
Ｃ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
）
ら

日
本
の
専
門
家
は
、「
農
業
試
験
場
の

研
究
能
力
を
向
上
さ
せ
人
を
育
て
る

こ
と
が
、
今
後
の
ナ
カ
ラ
回
廊
農
業
開

発
の
カ
ギ
を
握
る
」
と
見
て
い
る
。こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
海
外
か
ら
の
民

間
投
資
に
よ
る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
経

済
成
長
、
そ
し
て
世
界
の
食
料
安
全
保

障
の
確
保
ま
で
も
期
待
さ
れ
る
、〝
農

業
革
命
〞の
第
一
歩
だ
。

　
と
こ
ろ
変
わ
っ
て
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

中
部
に
あ
る
コ
メ
ど
こ
ろ
、
ザ
ン
ベ
ジ

ア
州
。見
渡
す
限
り
水
田
が
広
が
る
こ

の
地
域
で
は
、
国
産
米
の
約
半
分
を
生

産
し
て
い
る
。と
こ
ろ
が
市
場
を
訪
ね

て
み
る
と
、タ
イ
、パ
キ
ス
タ
ン
、中
国

な
ど
外
国
産
の
コ
メ
が
目
に
つ
く
。実

際
、
国
内
生
産
は
約
26
万
ト
ン（
09
年
）

に
上
る
も
の
の
、
増
加
す
る
消
費
量
に

追
い
付
か
ず
、
30
万
ト
ン
以
上
を
海
外

か
ら
輸
入
し
て
い
る
の
だ
。そ
し
て
追

い
打
ち
を
か
け
た
の
が
、
08
年
の
食
料

価
格
高
騰
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
で
は
、
コ
メ
を
は
じ
め
と
し

た
国
の
食
料
増
産
計
画
が
策
定
さ
れ
、

自
給
率
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
た
。

　
２
０
１
１
年
１
月
、
こ
の
計
画
を
後

押
し
す
べ
く
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
ベ
ト

ナ
ム
・
日
本
の
三
角
協
力
で
「
ザ
ン
ベ

ジ
ア
州
ナ
ン
テ
地
区
稲
作
生
産
性
向

上
の
た
め
の
技
術
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
始
ま
っ
た
。農
業
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
高
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象

地
域
に
も
な
っ
て
い
る
マ
ガ
ン
ジ
ャ
・

デ
・
コ
ス
タ
郡
は
、
国
が
定
め
た
稲
作

振
興
優
先
郡
の
一
つ
だ
。プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
老
朽
化
し
た
灌
漑
設
備
を
改

善
し
、
栽
培
技
術
を
広
め
、
農
家
の
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
貧
困
削

減
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
６
月
の
稲
刈
り
シ
ー
ズ
ン
真
っ
た
だ

中
、
同
郡
イ
ン
タ
ボ
灌
漑
区
の
公
共
施

設
に
、農
民
約
30
人
と
、水
利
組
合
の
組

合
長
、農
業
普
及
員
、ベ
ト
ナ
ム
・
日
本

両
国
の
専
門
家
ら
が
集
ま
っ
て
い
る
。

水
路
の
改
修
工
事
を
ど
う
進
め
る
か
、

皆
で
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
た
。

　「
灌
漑
稲
作
技
術
と
単
に
言
葉
で
説

明
さ
れ
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
で

す
。で
も
研
修
を
重
ね
て
変
わ
る
こ
と

が
大
事
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。だ
か

ら
、
私
た
ち
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
農

家
が
研
修
を
受
け
、
研
修
を
受
け
て
い

な
い
人
に
も
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
農
民
の
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
さ
ん
。改
修
工
事
と
は
い

え
、
最
初
は
水
路
を
覆
う
長
く
伸
び
た

雑
草
を
刈
り
取
る
と
い
う
地
道
な
力

仕
事
。だ
が
マ
ニ
ュ
エ
ル
さ
ん
は
、「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
わ
る
ま
で
に
は
コ

メ
の
収
穫
量
を
確
実
に
上
げ
た
い
」
と

意
気
込
み
を
見
せ
る
。

　
し
か
し
収
穫
量
を
上
げ
る
た
め
に

は
、
灌
漑
設
備
の
整
備
・
管
理
の
ほ
か

に
も
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

る
。そ
の
土
地
に
適
し
た
種
子
の
選

定
、
土
壌
の
改
善
、
田
植
え
の
方
法
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
技
術
も
必

要
。こ
れ
を
担
当
す
る
の
が
ベ
ト
ナ
ム

人
専
門
家
た
ち
だ
。

IIAM東北地域農業試験場のキャッサバ試験圃場。
都市部ではパンやコメの消費が増えているものの、キャッサバはトウモロコシと並んでこの国の主食だ

このような小規模農家がモザンビークの農業の大部分を占
める。雨期にはキャッサバやトウモロコシも栽培する

［右］改修が予定されているIIAM東北地域農業試
験場（ナンプラ市）の分析室
［左］IIAM東北地域農業試験場のフェルナンド・チ
ティオ場長。ブラジルの経験を参考に、新たな商品
作物として大豆栽培を普及させることを検討中　

［右］キャッサバの育種を担当するコンスタンティン・クァンベ研究主任
［左］16年に及ぶ内戦から復興したものの、百葉箱など研究所の設備
は老朽化し、植民地時代より状況が悪い

※農業開発を通じて、貧困削減・食料問題の低減・食料安全保障
への貢献を目指すプログラム。民間投資の誘致も行い、経済成長
に貢献する中・大規模農業の可能性も考えられている。

　
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
が
、
実
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
と
ベ
ト

ナ
ム
は
植
民
地
支
配
↓
社
会
主
義
体

制
↓
戦
争
↓
復
興
・
成
長
と
、
た
ど
っ

て
き
た
歴
史
に
共
通
点
が
多
く
、
昔
か

ら
交
流
も
あ
っ
た
。ま
た
、
日
本
も
長

年
ベ
ト
ナ
ム
の
稲
作
支
援
を
続
け
て

お
り
、
そ
こ
で
学
ん
だ
技
術
を
も
と

に
、
ベ
ト
ナ
ム
は
他
国
へ
の
支
援
も
行

う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
稲
作
技
術
を
担
当
す
る
ベ

ト
ナ
ム
人
の
デ
ィ
ン
・
ス
ワ
ァ
ン
・

ズ
ッ
ク
専
門
家
は
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
セ
ネ
ガ
ル
で
技
術
指
導
に
当
た

っ
た
経
験
が
あ
る
。「
こ
の
土
地
は
、
コ

メ
作
り
に
は
非
常
に
適
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
栽
培
技
術
が
低
い
の
で
す
」
と

話
す
。

　
ま
た
、
種
子
生
産
を
担
当
す
る
ホ
ア

ン
・
キ
ム
・
ヴ
ィ
専
門
家
、
灌
漑
担
当

の
ム
ェ
ン
・
ル
ッ
・
ロ
ン
専
門
家
、
通

訳
を
担
当
す
る
レ
・
チ
ゥ
・
ト
ゥ
イ
さ

ん
ら
も
、「
ベ
ト
ナ
ム
で
培
っ
た
技
術
を

生
か
し
て
、ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
い
」と

口
を
そ
ろ
え
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
。こ
れ
か
ら
３
カ
国
が
手
を
取

り
合
い
、
灌
漑
稲
作
技
術
の
定
着
と
コ

メ
の
収
穫
量
向
上
を
目
指
し
て
汗
を

流
す
こ
と
に
な
る
。

　
水
田
が
広
が
る
マ
ガ
ン
ジ
ャ
・
デ
・

コ
ス
タ
郡
で
の
専
門
家
た
ち
の
生
活

は
非
常
に
厳
し
い
。蛇
口
か
ら
は
お
湯

は
お
ろ
か
水
さ
え
出
ず
、
木
炭
で
火
を

起
こ
し
食
事
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。停
電
も
度
々
で
、
携
帯
電
話
も

つ
な
が
ら
な
い
。

　
と
は
い
え
、「
両
国
の
専
門
家
と
も
、

『
よ
く
こ
ん
な
土
地
で
活
動
で
き
た
』

で
終
わ
ら
せ
ず
、
必
ず
成
果
を
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
」
と
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
田
村
政
人
・Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
（
有
限
会
社
ア
ー
ル
・

デ
ィ
ー
・
ア
イ
）
は
語
る
。人
間
に
と
っ

て
不
便
な
地
で
あ
る
故
に
開
発
は
遅

れ
て
い
る
が
、
本
当
は〝
農
産
地
〞と
い

う
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の

だ
。ザ
ン
ベ
ジ
ア
州
農
業
局
の
ル
イ
ス
・

ゼ
カ
・
ト
モ
局
長
代
理
も
、「
こ
の
取

り
組
み
は
、
単
に
農
家
の
技
術
や
収
入

を
上
げ
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
こ
の
国
の
経
済
を
支
え
て
い
く

た
め
の
〝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
で
も
あ
る

の
で
す
」と
意
義
の
大
き
さ
を
話
す
。

　
小
さ
な
一
粒
の
種
が
豊
か
な
実
り

と
な
る
ま
で
、
ま
だ
ま
だ
道
の
り
は
長

い
。次
世
代
へ
向
け
た
種
ま
き
は
、
今
、

始
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

文・写真＝谷本美加（写真家）

三
位
一
体
で

農
業
の
可
能
性
を
引
き
出
す 

「農業革命」で
食の安全保障の実現を
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農地として使える土地が国土の約45％を占め、
労働人口の約80％が農業に従事するモザンビーク。
主要作物の生産性向上を目指し、
伝統的な農業が今、変わろうとしている。
食料の安定供給は実現できるのか―。
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ス
ー
パ
ー
に
行
け
ば
簡
単
に
手
に

入
り
、
毎
日
の
よ
う
に
口
に
し
て
い
る

お
コ
メ
。言
わ
ず
も
が
な
、
私
た
ち
日

本
人
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
主
食
だ
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
サ
サ
ニ
シ
キ
、
ひ
と
め

ぼ
れ
、
あ
き
た
こ
ま
ち
…
。日
本
が
誇

る
こ
れ
ら
の〝
ご
当
地
米
〞は
、
全
国
で

３
０
０
種
類
程
度
に
及
ぶ
と
い
う
。

　
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
自
動
的
に
食
卓

に
運
ば
れ
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
。そ

の
過
程
に
は
、
自
然
環
境
と
向
き
合
い

な
が
ら
我
が
子
の
よ
う
に
稲
を
育
て

る
農
家
の
人
々
、
そ
し
て
、
私
た
ち
が

安
全
で
お
い
し
い
お
コ
メ
を
食
べ
ら

れ
る
よ
う
、
長
い
月
日
を
か
け
て
品
種

北
部
中
山
間
地
域
の

貧
困
層
を
救
う
た
め
に

　
し
か
し
実
際
、
ほ
と
ん
ど
の
農
産
物

が
生
産
さ
れ
て
い
る
の
は
平
野
部
。北

部
中
山
間
地
域
の
よ
う
に
土
地
や
気

候
の
条
件
が
農
業
に
適
さ
な
い
場
所

で
は
、
生
産
性
が
著
し
く
低
い
状
態
が

続
い
て
い
る
。彼
ら
が
生
き
る
上
で
欠

か
せ
な
い
コ
メ
の
自
給
率
は
６
割
程

度
で
、
慢
性
的
な
食
料
不
足
に
直
面
し

て
い
る
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
98
年
か
ら
６

年
間
、「
ハ
ノ
イ
農
業
大
学
強
化
計
画

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
通
じ
て
、
ベ
ト
ナ

ム
の
食
料
問
題
の
解
決
に
貢
献
し
得

る
人
材
の
能
力
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
た
の

が
、
九
州
大
学
を
事
務
局
と
し
た
九

州
・
山
口
地
区
の
６
大
学
で
構
成
さ

れ
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
。教
育
基
盤
の

特集
世界の食料問題に挑む

整
備
に
加
え
、農
学
、土
地
・
水
資
源
、

農
業
経
済
の
３
分
野
の
研
究
実
施
体

制
を
強
化
し
、
最
後
の
１
年
間
に
は
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
ラ
イ
ス
※
1
の
開
発
も
手

掛
け
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
、
ハ
ノ
イ

農
業
大
学
と
研
究
交
流
を
続
け
て
き

た
九
州
大
学
。そ
し
て
、
北
部
中
山
間

地
域
が
直
面
し
て
い
る
課
題
の
解
決

に
貢
献
す
べ
く
、Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
※
2

の
枠
組
み
を
通
じ
て
「
ベ
ト
ナ
ム
北
部

中
山
間
地
域
に
適
応
し
た
作
物
品
種

開
発
」
を
提
案
。２
０
１
０
年
12
月
か

ら
、ハ
ノ
イ
農
業
大
学
、九
州
大
学
、名

古
屋
大
学
に
よ
る
５
年
間
の
共
同
研

究
が
始
ま
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
、ベ

ト
ナ
ム
で
稲
の
新

品
種
の
開
発
は
繰

り
返
し
行
わ
れ
て

き
た
。し
か
し
な
が

ら
、「
交
配
・
選
抜

を
繰
り
返
す
伝
統

的
な
手
法
で
は
、新

し
い
品
種
を
作
る

ま
で
に
膨
大
な
時

間
を
要
し
て
い
ま

し
た
」と
、
九
州
大

学
大
学
院
農
学
研

究
院
長
の
吉
村
淳

教
授
は
話
す
。

　
そ
こ
で
今
回
新

た
に
導
入
し
た
の
が
、
稲
の
遺
伝
子
に

組
み
込
ま
れ
た
〝
特
性
〞
を
分
析
す
る

「
大
容
量
・
高
速
ジ
ェ
ノ
タ
イ
ピ
ン
グ
」

※
3
。北
部
中
山
間
地
域
の
寒
冷
な
気

候
、
白
葉
枯
病
や
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
な

ど
の
病
虫
害
に
強
い
有
用
遺
伝
子
を

探
し
出
し
、
そ
の
土
地
に
し
か
な
い

〝
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
〞
の
品
種
開
発
を
進

め
て
い
く
。

　
今
年
１
月
、
日
本
か
ら
病
虫
害
な
ど

へ
の
抵
抗
性
が
あ
る
種
子
が
運
ば
れ

て
き
た
。こ
れ
ら
を
ベ
ト
ナ
ム
の
気
候

条
件
の
下
で
栽
培
し
、
育
っ
た
稲
穂
か

ら
新
た
な
遺
伝
子
を
取
り
出
す
。そ
し

て
、
そ
れ
を
稲
の
種
子
の
細
胞
に
移
し

再
び
育
て
て
い
く
…
。圃
場
で
最
良
の

遺
伝
子
の
掛
け
合
わ
せ
の
稲
が
で
き

る
ま
で
、
こ
の
作
業
を
繰
り
返
し
て
い

く
。

　
ベ
ト
ナ
ム
側
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の

一
人
、グ
エ
ン
・
バ
ン
・
ホ
ア
ン
博
士
は

「
ハ
ノ
イ
農
業
大
学
強
化
計
画
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
な
ど
を
通
じ
て
、
ベ
ト
ナ
ム

の
農
業
の
発
展
に
尽
力
し
て
き
た
。吉

村
教
授
を
は
じ
め
九
州
大
学
の
教
授

陣
と
の
付
き
合
い
も
長
く
、
腹
を
割
っ

て
話
せ
る
仲
だ
。

　
九
州
大
学
熱
帯
農
学
研
究
セ
ン
タ

ー
の
緒
方
一
夫
教
授
い
わ
く
〝
現
場
主

義
の
熱
血
農
学
者
〞。ベ
ト
ナ
ム
ス
タ

イ
ル
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
い
つ

も
農
家
や
販
売
所
を
バ
イ
ク
で
走
り

回
っ
て
い
る
と
い
う
。今
回
の
研
究
チ

ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
ん
な
ホ
ア
ン

博
士
の
教
え
子
た
ち
だ
。「
彼
ら
の
や

開
発
に
取
り
組
む
研
究
者
た
ち
の
姿

が
あ
る
。

　
そ
し
て
今
、
こ
の
絶
え
間
な
い
品
種

開
発
へ
の
挑
戦
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援

に
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
で
進
行
中
だ
。舞
台

は
首
都
ハ
ノ
イ
に
あ
る
、
農
業
分
野
で

は
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ハ
ノ
イ
農

業
大
学
。そ
し
て
同
大
学
の
研
究
チ
ー

ム
を
、
九
州
大
学
と
名
古
屋
大
学
が
全

面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
１
９
９
０
年
代
以

降
、
市
場
経
済
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、

産
業
全
体
に
占
め
る
製
造
業
や
鉱
工

業
な
ど
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
、
そ
の
中
核
を
農
業
が
担

っ
て
い
る
。特
に
主
食
で
あ
る
コ
メ
の

生
産
量
は
世
界
有
数
の
規
模
を
誇
り
、

輸
出
産
品
と
し
て
貴
重
な
外
貨
獲
得

の
手
段
に
も
な
っ
て
き
た
。

遺
伝
子
分
析
で

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
コ
メ
作
り
を

る
気
満
々
の
顔
を
見
て
〝
こ
の
計
画
は

成
功
す
る
〞と
確
信
し
て
い
ま
す
」と
緒

方
教
授
は
話
す
。

　「
ベ
ト
ナ
ム
で
新
品
種
の
開
発
・
普

及
が
実
現
で
き
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
貧

困
問
題
や
飢
え
に
苦
し
む
ア
ジ
ア
や
ア

フ
リ
カ
地
域
の
問
題
に
も
適
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
。地
球
規
模
の
課
題
で
あ

る
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
」
と
吉
村
教
授
は
期

待
す
る
。

　
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
研
究
者
た
ち
の

挑
戦
は
今
、始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

地
理
的
・
気
候
的
な
条
件
に
よ
り
農
業
生
産
性
が
上
が
ら
ず
、

い
ま
だ
貧
困
層
の
多
い
ベ
ト
ナ
ム
の
北
部
中
山
間
地
域
。

現
在
、
こ
の
地
域
の
持
続
的
な
農
業
開
発
を
促
進
す
べ
く
、

日
本
の
科
学
技
術
を
生
か
し
た

稲
の
新
品
種
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

遺伝子の系統ごとに束ねて、ラベルを付けて一株ず
つ圃場に植えていく

選抜された稲穂の束を大事そうに抱える
ハノイ農業大学の研究者

日
本
の
農
業
技
術
で

新
品
種
の
開
発
を

※1.異なる2種類の品種を交配させてできた稲。
※2.独立行政法人科学技術振興機構とJICAが協働で支援
する「地球規模課題対応国際科学技術協力（Science and 
Technology Research Partnership for Sustainable 
Development）」の略称。環境・エネルギー、防災、感染症な
ど地球規模課題の解決に向けて、日本と開発途上国の研究
者が共同で取り組む研究プログラム。
※3.ビーズアレイと呼ばれる遺伝子分析装置を使い、短時間
で大量の稲のサンプルの遺伝子型を決定する。

ベト ナ ム

from VIET NAM

有用遺伝子を移し入れる「受容親」のオシベは、あらかじめ手作業で摘み取っておく

貴重な有用遺伝子を含む種子は、（a）消毒後に（b）育苗器で発芽を促した
上で、（c）発芽した種子を（d）育苗箱にまいて万全を期す

農業発展と環境保全の両立を
　農業が重要な産業基盤であるベトナム。農業の生産性を維持しながら近代化・工業
化に対応していくため、2009年10月からSATREPSを通じて進められているのが「持続
可能な地域農業・バイオマス産業の融合」。東京大学生産技術研究所の迫田章義教
授をリーダーとして、東京大学とホーチミン市工科大学が両国の代表機関となり共同研
究に取り組んでいる。具体的には、稲わらなど農作物の非食用部からバイオエタノール
を、家畜排せつ物からバイオガスを生産するプロセスの研究。その過程で生じる副産物も
肥料として利用する。地産地消型バイオマスの活用と循環型農業の融合システムを設
計・構築・運営し、アジアにおける有効性・必要性を評価・実証していくという試みだ。
　2011年1月にはバイオマス活用のた
めの研究施設がホーチミン市工科大学
構内で稼動開始。来年にかけて、同様の
デモンストレーション施設が郊外の農村
にも建設される予定になっている。現地
の人々の手で持続的に維持・管理・運営
されることにより、ベトナムの農村地帯の
食料・エネルギーの自給、雇用創生、生計
向上、地域環境保全・改善につながるこ
とを目指す。

千葉県香取市のバイオマスプラントを視察す
るベトナムの農村の人々

a b

c d

ハノイ

北部中山間地域
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周辺農家の人たちを集め、田植えと同時に
肥料もまく農機のデモンストレーションを行う

「ゼロエミッション型養豚」はふん尿がほとんど
流れ出ず、環境にも優しい。共にプロジェクト
を行う中国農業科学院の研究者が豚舎の敷
きわらのサンプルを採取

　
　
　
　
　
　
　

　
最
近
、
中
国
の
食
料
価
格
の
高
騰
が

激
し
い
。例
え
ば
今
年
７
月
の
豚
肉
の

価
格
は
な
ん
と
昨
年
の
４
割
増
し
。豚

の
飼
料
と
な
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
値

上
が
り
が
影
響
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
。ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
自
体
の
価
格
も
、

昨
年
に
比
べ
約
２
倍
に
上
っ
て
い
る
。

　
原
因
の
一
つ
は
、
世
界
的
な
原
油
価

格
の
高
騰
。肥
料
な
ど
農
業
用
資
材
、

農
業
機
械
、
流
通
コ
ス
ト
の
上
昇
が
食

料
価
格
を
押
し
上
げ
て
い
る
の
だ
。コ

メ
や
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
量

が
世
界
の
約
20
％
に
も
達
す
る
農
業

大
国
・
中
国
。
そ
の
影
響
は
、
国
際
的

な
食
料
価
格
に
も
及
ん
で
い
る
。

　
だ
が
驚
く
こ
と
に
、
中
国
の
農
家
一

世
帯
当
た
り
の
耕
地
面
積
は
、
実
は
日

本
よ
り
も
小
さ
い
。国
土
の
広
さ
は
世

界
第
三
位
、
日
本
の
約
25
倍
に
も
な
る

が
、
乾
燥
地
や
山
間
部
が
多
く
、
農
業

に
適
し
た
土
地
は
限
ら
れ
て
い
る
。こ

化
学
肥
料
や
農
薬
に
依
存
す
る

農
業
か
ら
の
脱
却

行
。化
学
物
質
を
含
ん
だ
地
下
水
は
飲

め
な
く
な
り
、
河
川
は
悪
臭
を
放
ち
、

湖
の
生
息
環
境
は
悪
化
し
た
。こ
う
し

た
異
変
に
気
付
き
な
が
ら
も
、
農
業
と

出
稼
ぎ
を
兼
業
す
る
多
く
の
農
民
工

は
出
稼
ぎ
で
家
を
空
け
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
過
度
な
肥
料
や
農
薬
に
頼
る

し
か
な
か
っ
た
。

　
中
国
政
府
は
化
学
肥
料
や
農
薬
の

適
正
使
用
を
指
導
し
て
い
る
も
の
の
、

農
民
に
正
し
い
知
識
が
普
及
せ
ず
、
な

か
な
か
守
ら
れ
て
い
な
い
。そ
こ
で
政

府
は
、
肥
料
の
効
率
的
な
使
用
も
含
め

高
度
な
農
業
技
術
を
持
つ
日
本
に
支

援
を
要
請
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
２
０
０
２

〜
07
年
ま
で
「
持
続
的
農
業
技
術
研
究

開
発
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
。生

産
量
を
維
持
し
つ
つ
、
化
学
肥
料
と
農

特集
世界の食料問題に挑む

中 国

from CHINA

薬
を
削
減
さ
せ
る
た
め
の
研
究
に
取

り
組
ん
だ
。

　
そ
の
結
果
、
徐
々
に
土
に
溶
け
出
し

て
根
に
養
分
を
与
え
、
収
穫
ま
で
肥
料

を
追
加
す
る
必
要
が
な
い
「
緩
効
性
肥

料
」の
導
入
で
、施
肥
量
の
３
割
を
削
減

す
る
こ
と
に
成
功
。ま
た
研
究
を
通
じ
、

栽
培
す
る
作
物
を
周
期
的
に
変
え
て
セ

ン
チ
ュ
ウ
な
ど
の
土
壌
病
害
虫
の
発
生

を
防
ぐ「
輪
作
」の
導
入
が
農
薬
の
削
減

に
効
果
的
な
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　
そ
し
て
09
年
か
ら
は
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
フ
ェ
ー
ズ
２
が
ス
タ
ー
ト
。こ

う
し
た
環
境
保
全
型
の
農
業
技
術
を

よ
り
広
く
普
及
さ
せ
る
べ
く
、
湖
南

省
、
山
東
省
、
寧
夏
回
族
自
治
区
で

J
I
C
A
と
地
域
住
民
が
協
働
で
取

り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

　
田
植
え
の
時
期
を
迎
え
た
４
月
の
湖

南
省
岳
陽
市
。麦
わ
ら
帽
子
姿
の
農
家

の
人
々
が
見
学
す
る
中
、
日
本
か
ら
や

っ
て
き
た
田
植
機
が
田
ん
ぼ
の
上
を
進

ん
で
い
く
。よ
く
見
る
と
、苗
の
横
に
は

肥
料
が
筋
状
に
ま
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
農
機
を
使
い
、
苗
の
脇

に
肥
料
を
ま
く
方
法
は「
側
条
施
肥
」と

呼
ば
れ
、日
本
で
は
一
般
的
な
農
法
だ
。

し
か
し
中
国
で
は
、
何
よ
り
先
に
肥
料

を
ま
く
。土
を
耕
し
た
り
水
を
張
っ
た

り
苗
を
植
え
た
り
す
る
の
は
そ
の
後

で
、「
こ
れ
で
は
問
題
が
多
い
」と
チ
ー

フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
下
市
二
・Ｊ
Ｉ

Ｃ
A
専
門
家
は
指
摘
す
る
。土
壌
に
肥

料
が
行
き
わ
た
っ
た
状
態
で
田
ん
ぼ
に

水
を
張
る
と
、
灌
漑
を
伝
っ
て
養
分
が

河
川
な
ど
へ
流
れ
出
る
。環
境
汚
染
を

引
き
起
こ
す
上
、
肥
料
の
無
駄
遣
い
に

も
な
る
の
だ
。「
根
が
張
ら
な
い
部
分
に

ま
で
肥
料
は
い
ら
な
い
。側
条
施
肥
は

作
物
の
成
長
に
必
要
な
分
だ
け
ま
け
ば

よ
い
の
で
経
済
的
で
も
あ
る
」
と
山
下

専
門
家
は
話
す
。

　
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
有
機
肥
料
作
り
。も
み
殻

や
オ
ガ
ク
ズ
な
ど
を
含
ん
だ
敷
き
わ
ら

と
豚
の
ふ
ん
尿
を
混
ぜ
て
発
酵
さ
せ
た

も
の
を
堆
肥
の
原
料
に
す
る 「
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
型
養
豚
」
の
普
及
を
目
指

し
て
い
る
。い
ず
れ
は
そ
の
有
機
肥
料

を
使
っ
て
、
よ
り
環
境
に
優
し
い
農
業

う
し
た
制
約
の
中
、
生
産
性
を
上
げ
た

い
、
少
し
で
も
効
率
的
に
農
作
業
を
進

め
た
い
―
。そ
ん
な
農
民
の
事
情
か

ら
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
使
用
が
拡

大
。ま
た
、
１
９
７
８
年
の
改
革
開
放

政
策
を
受
け
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
国

内
生
産
が
増
え
た
こ
と
も
、
使
用
量
の

増
加
に
拍
車
を
か
け
た
。

　
し
か
し
そ
れ
が
、
深
刻
な
事
態
を
招

く
こ
と
に
な
る
。土
壌
や
地
下
水
、
灌

漑
用
水
は
も
と
よ
り
、
川
や
湖
に
ま
で

肥
料
や
農
薬
が
流
れ
込
み
、
汚
染
が
進

開
発
か
ら
普
及
ま
で

現
場
に
生
き
る
技
術
を

に
改
善
し
て
い
け
れ
ば
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
期
待
し
て
い

る
。

　「
ま
だ
数
戸
で
す
が
、湖
南

省
で
は
新
た
に
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
型
養
豚
に
取
り
組
む

農
家
に
対
し
、
豚
舎
の
改
築

に
必
要
な
費
用
を
助
成
す
る

よ
う
に
も
な
っ
た
ん
で
す

よ
」
と
今
井
淳
一
・Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
専
門
家
。技
術
を
学
び
、環

境
を
改
善
し
た
い
と
い
う
彼

ら
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

る
。

　
一
方
で
、
環
境
に
優
し
い

農
業
が
生
産
量
増
加
や
品
質

向
上
に
直
結
す
る
わ
け
で
は

な
い
た
め
、
技
術
の
普
及
に

時
間
が
か
か
っ
て
い
る
の
も
事
実
。そ

こ
で
ま
ず
は
、生
産
性
を
確
保
で
き
、農

家
に
大
き
な
負
担
が
な
い
こ
と
、
そ
し

て
肥
料
を
節
約
で
き
る
た
め
経
済
的
な

こ
と
な
ど
を
人
々
に
理
解
し
て
も
ら
お

う
と
、
モ
デ
ル
地
区
の
農
家
と
実
践
を

重
ね
、
そ
れ
を〝
証
明
〞す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
る
。「
環
境
保
全
型
の

農
業
は
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
が
理
解
さ
れ

れ
ば
必
ず
各
地
に
普
及
す
る
は
ず
。中

国
の
人
た
ち
の
吸
収
力
は
実
に
高
い
」

と
今
井
専
門
家
は
期
待
を
込
め
る
。

　
ど
ん
な
に
優
れ
た
技
術
も
人
々
に
活

用
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。現
場

で
生
き
る
技
術
を
広
め
る
―
。そ
れ
が
、

食
料
生
産
を
安
定
化
さ
せ
て
い
く
第
一

歩
な
の
だ
。

環
境
に
優
し
い
農
業
で

安
定
し
た
生
産
を

化
学
肥
料
・
農
薬
の
過
剰
な
使
用
に
よ
り
、

中
国
の
農
村
部
で
は
環
境
汚
染
が
広
が
っ
て
い
る
。

農
業
大
国
・
中
国
の
こ
う
し
た
問
題
は
、

こ
の
国
か
ら
多
く
の
作
物
を
輸
入
し
て
い
る
日
本
に
も
無
関
係
で
は
な
い
。

そ
く
じ
ょ
う
せ
ひ

寧夏回族自治区のモデル農家の人々から経済状況などを聞く。どのよう
に新しい技術を普及させていくかを考えるための重要な調査だ

［左］肥料や農薬の使いすぎなどで周辺環境の汚染が進行。養豚場から
の排水が流出して富栄養化状態になり、田植えができなくなった水田
［右］土壌の成分を分析し、足りない養分を調べる六本木和夫JICA専門
家（右）。その結果で、肥料を追加するかどうかが決まる

稲の生育状況を視察する今井専門家と
山下専門家（左から3・4人目）

山東省

湖南省

寧夏回族自治区
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「
地
元
の
漁
師
な
ら
誰
だ
っ
て
、
一
昔
前
よ
り

魚
が
捕
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
感
じ
て
い
る

さ
。日
本
の
啓
発
活
動
で
、
水
産
資
源
を
守
り

育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
は
理
解
し
て
き
て
い

る
。で
も
、
漁
民
は
日
々
の
暮
ら
し
の
糧
を
海

の
恵
み
か
ら
得
て
い
る
。禁
漁
期
な
ど
の
資
源

管
理
活
動
に
漁
民
全
員
の
同
意
を
得
る
の
は

並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
ん
だ
…
」　

刺
し
網
漁
師 

パ
ッ
プ
・
ゲ
イ

（
セ
ネ
ガ
ル
南
西
部
の
港
町
ジ
ョ
ア
ー
ル
に
て
）

　
　
　
　
　
　
　

　「
世
界
漁
業
・
養
殖
業
白
書
２
０
１
０
年
」

（
国
連
食
糧
農
業
機
関
﹇
Ｆ
Ａ
Ｏ
﹈）
に
よ
れ
ば
、

世
界
の
漁
業
・
養
殖
業
は
08
年
に
約
１
億
４

２
０
０
万
ト
ン
の
魚
介
類
を
供
給
し
た
。う
ち

１
億
１
５
０
０
万
ト
ン
が
食
用
で
、
一
人
当
た

り
の
年
間
供
給
量（
約
17
キ
ロ
）は
過
去
最
高
で

あ
っ
た
。過
去
10
年
間
に
わ
た
り
世
界
の
漁
獲

量
は
増
加
し
て
い
な
い
が
養
殖
の
生
産
量
は

大
き
く
伸
び
、
食
用
の
魚
介
類
の
う
ち
46
％
は

養
殖
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。サ
ハ
ラ
以
南
ア

フ
リ
カ
で
も
、こ
の
10
年
、漁
獲
量
に
大
き
な
変

化
は
な
い
が
、
同
じ
量
を
確
保
す
る
た
め
の
労

力
や
コ
ス
ト
は
増
加
し
て
お
り
、
資
源
量
の
減

少
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、
養
殖
業
は
発

展
途
上
に
あ
る
。だ
が
、
人
口
だ
け
は
増
え
て

い
く
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
約
30
年
間
、
ア
フ
リ
カ
の
持
続

可
能
な
漁
業
の
振
興
に
協
力
し
て
き
て
い
る
。

２
０
１
１
年
１
月
、
水
産
専
門
家
が
集
結
し
■

今
後
の
協
力
方
針
を
話
し
合
っ
た
。

　
会
議
で
は
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
水

産
資
源
管
理
の
重
要
性
と
養
殖
振
興
の
必
要

性
が
討
議
さ
れ
、
脆
弱
な
行
政
組
織
の
下
で

は
、
日
本
式
の「
漁
民
組
織
に
よ
る
資
源
管
理
」

と
ア
ジ
ア
式
の
「
農
民
主
体
の
養
殖
振
興
」
の

有
用
性
が
確
認
さ
れ
た
。セ
ネ
ガ
ル
で
は
、
漁

業
関
係
者
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
漁
業
関
係
者

と
行
政
が
共
同
で
資
源
を
管
理
し
て
い
く
「
漁

民
リ
ー
ダ
ー
・
零
細
漁
業
組
織
強
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
の
資
源
管
理
の
実
現
を
模
索
し
て
い
る
。ゲ

イ
氏
の
所
属
す
る
漁
業
組
織
も
こ
れ
に
参
画

中
だ
。

食
用
魚
介
類
の
供
給
量

史
上
最
高
に

　
ベ
ナ
ン
南
部
の
町
ア
ブ
ラ
ン
ク
に
暮
ら
す
エ

リ
ザ
ベ
ス
・
グ
ベ
メ
ヌ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の「
内
水
面

養
殖
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
２
０
１
０
〜
２
０

１
３
年
）で
実
施
さ
れ
た
研
修
に
参
加
し
、箱
養

殖
※
に
取
り
組
ん
で
い
る
。養
殖
を
始
め
て
18

カ
月
。3
度
の
養
殖
に
成
功
し
た
。利
益
は
決
し

て
多
く
は
な
い
が
、
女
性
た
ち
が
所
得
を
向
上

さ
せ
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
る
。

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
読
み
書
き
が
で
き
な
い
。し

か
し
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
請
を
受
け
て
地
域
の

希
望
者
に
対
す
る
箱
養
殖
研
修
の
講
師
も
務
め

て
お
り
、
研
修
を
通
じ
て
新
た
に
箱
養
殖
を
始

め
る
女
性
の
仲
間
が
増
え
つ
つ
あ
る
。夢
は
、魚

を
求
め
て
彼
女
の
も
と
へ
来
る
人
全
員
に
、
い

つ
で
も
魚
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

　
ア
フ
リ
カ
の
養
殖
を
よ
り
一
層
普
及
し
て
い

く
た
め
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は「
ア
フ
リ
カ
内
水
面
養

殖
協
力
指
針
」
を
策
定
し
て
い
る
。ベ
ナ
ン
で

は
、
国
内
消
費
の
魚
の
う
ち
半
分
を
輸
入
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、養
殖
農
家
を
増
や
し
、養
殖
を

地
元
の
経
済
活
動
と
し
て
定
着
さ
せ
な
が
ら
食

料
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
を
図
る
試
み
だ
。

　「
一
番
好
き
な
ご
は
ん
は
、
イ
ワ
シ
で
つ
く

っ
た
チ
ェ
ブ
ジ
ェ
ン
！
」

　
そ
う
話
す
の
は
セ
ネ
ガ
ル
南
部
の
サ
ン
ゴ

マ
ー
ル
半
島
の
先
端
に
暮
ら
す
マ
イ
ム
ナ
ち

ゃ
ん
。魚
（
ジ
ェ
ン
）
と
野
菜
の
煮
汁
で
ご
飯

（
チ
ェ
ブ
）
を
炊
く
、
セ
ネ
ガ
ル
の
代
表
料
理

だ
。サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
ほ
と
ん
ど
の
国

で
は
、
日
本
や
ア
ジ
ア
の
国
々
に
勝
る
と
も
劣

ら
な
い
魚
食
好
き
な
の
だ
。

　
人
間
が
摂
取
す
る
全
動
物
性
タ
ン
パ
ク
源

に
含
ま
れ
る
魚
介
類
の
割
合
は
世
界
平
均
で

６
・
１
％
。こ
れ
に
対
し
、
ア
フ
リ
カ
を
中
心

と
す
る
低
所
得
か
つ
食
料
不
足
が
深
刻
な
国

で
は
20
・
１
％
に
も
上
る
。も
っ
と
た
く
さ
ん

の
魚
が
手
に
入
れ
ば
、
マ
イ
ム
ナ
ち
ゃ
ん
は
よ

り
多
く
の
良
質
な
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
を
摂

取
す
る
だ
ろ
う
。

　
食
料
安
全
保
障
の
確
保
を
考
え
た
と
き
、
水

産
物
は
魅
力
的
な
切
り
札
と
な
り
得
る
。安
全

で
栄
養
価
が
高
い
水
産
資
源
の
持
続
的
利
用

と
増
産
が
、
食
の
量
と
質
、
栄
養
の
改
善
の
み

な
ら
ず
、
雇
用
や
輸
出
を
通
じ
た
所
得
向
上
、

外
貨
の
獲
得
な
ど
、
食
料
安
全
保
障
の
実
現
に

果
た
せ
る
役
割
は
大
き
い
。

　
持
続
可
能
な
水
産
業
の
発
展
が
、
今
後
の
サ

ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
開
発
の
重
要
な
カ
ギ

に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ゲ
イ
は
言
う
。

「
お
れ
が
捕
っ
た
魚
で
、一
族
郎
党
を
養
っ
て
き

た
。み
ん
な
お
れ
の
魚
が
好
き
だ
と
言
っ
て
く

れ
る
。魚
は
食
い
ぶ
ち
だ
け
じ
ゃ
な
く
、一
族
の

絆
、男
の
誇
り
と
夢
も
与
え
て
く
れ
た
。せ
が
れ

は
漁
師
を
継
ぎ
た
い
と
…
。漁
業
を
、廃
ら
せ
る

わ
け
に
は
い
か
ね
ぇ
ん
だ
」

　
ア
フ
リ
カ
の
魚
に
は
、
無
限
大
の
可
能
性
が

秘
め
ら
れ
て
い
る
。

箱
養
殖
に
取
り
組
む

「
す
べ
て
の
人
に
魚
を
」

貧
し
い
国
ほ
ど

魚
介
類
が
貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
に

※50センチ～1メートル×５メートル程度の木箱の内側にビニールシートを張って作った簡易水槽による養殖。
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文
＝
本
間 

謙（
J
I
C
A
セ
ネ
ガ
ル
事
務
所 

広
域
企
画
調
査
員
）

大
西
洋 魚

は
ア
フ
リ
カ
を
救
う
。

大
西
洋
に
面
し
た
西
ア
フ
リ
カ
の
国
々
に
は
、

日
本
人
同
様
、
魚
料
理
を
好
ん
で
食
す
る
人
々
が
た
く
さ
ん
い
る
。

世
界
の
海
は
安
定
し
て
一
定
の
水
産
資
源
の
供
給
を
続
け
る
と
と
も
に
、

養
殖
業
が
発
展
し
た
こ
と
に
よ
り
、

2
0
0
9
年
、
水
産
物
供
給
量
は
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

安
全
で
栄
養
価
の
高
い
水
産
資
源
を
持
続
的
に
確
保
し
た
い
―
。

魚
は
ア
フ
リ
カ
の
夢
を
実
現
で
き
る
の
か
。

特
集 

世
界
の
食
料
問
題
に
挑
む
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大
学
卒
業
後
、
農
業
科
の
教
職
に
就
い
た
吉
見
さ
ん
は
農
業

高
校
、
山
形
県
教
育
委
員
会
、
山
形
県
立
農
業
大
学
校
な
ど
に

勤
務
。
高
校
で
は
農
業
技
術
の
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
を
指
導
、

山
形
県
教
育
委
員
会
で
は
教
育
課
程
の
編
成
や
新
高
校
建
設
を

担
う
な
ど
、
約
40
年
間
、
日
本
の
教
育
現
場
で
農
業
の
担
い
手

の
育
成
に
力
を
注
い
で
き
た
。
そ
し
て
定
年
を
迎
え
た
２
０
０

９
年
。
地
元
で
農
業
を
営
み
な
が
ら
地
域
に
奉
仕
す
る
道
も
あ

っ
た
が
、
思
い
切
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
開
発
途
上
国
の
た
め
に

貢
献
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
数
年
前
に
新
聞
記
事
で
知
っ

た
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を

生
か
し
て
み
た
い―

。
そ
の
思
い
と
と
も
に
、
世
界
の
食
料
不

足
や
人
口
増
に
対
処
す
る
に
は
、
途
上
国
で
食
料
生
産
性
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
痛
感
し
て
い
た
こ
と
が
、
応
募
を
決
意

し
た
大
き
な
理
由
と
な
っ
た
。

　
２
０
１
０
年
３
月
に
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
赴
任
し
て
す

ぐ
、
吉
見
さ
ん
は
大
き
な
課
題
に
直
面
す
る
。
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
で
は
コ
メ
を
食
べ
る
習
慣
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
近
年

コ
メ
の
需
要
が
増
加
、
自
給
率
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
農
地
が
傾
斜
地
で
あ
る
こ
と
、
農
具
の
改
良
が
進
ん

で
い
な
い
こ
と
、
一
農
家
の
陸
稲
の
栽
培
面
積
が
小
さ
い
こ

と
、
堆
肥
な
ど
肥
料
を
使
わ
な
い
こ
と
な
ど
が
原
因
で
、
単
位

面
積
当
た
り
の
収
量
が
と
て
も
少
な
い
。「
農
家
の
人
た
ち
は
、

ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
伝
統
的
な
農
法
で
種
ま
き
や
植
え
付
け
な

ど
を
行
い
、
そ
れ
が
ベ
ス
ト
な
方
法
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で

す
」。
し
か
し
、
常
に
改
良
を
続
け
て
い
る
日
本
の
農
業
か
ら

見
れ
ば
、
こ
の
国
の
農
業
は
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
と
い
う
。

　
配
属
先
の
ダ
ニ
ッ
プ
農
業
工
科
職
業
訓
練
学
校
で
も
問
題
は

山
積
し
て
い
た
。
校
内
の
農
地
面
積
を
把
握
し
て
い
な
い
、
コ

メ
や
タ
ロ
イ
モ
な
ど
作
物
ご
と
の
栽
培
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い

な
い
、
作
物
の
成
長
記
録
や
収
穫
量
、
気
象
な
ど
の
デ
ー
タ
を

取
っ
て
い
な
い
な
ど
、
日
本
の
学
校
で
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な

  

日
本
の
教
育
現
場
で

〝
農
業
人
〞
を
育
て
た
40
年

言
っ
て
だ
め
な
ら
見
せ
て
み
よ
う
！

ゼ
ロ
か
ら
の
挑
戦

元
来
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
主
食
は
イ
モ
だ
。

し
か
し
近
年
、
貯
蔵
性
が
高
く
、
お
い
し
い
コ
メ
を
食
べ
る
習
慣
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
需
要
が
急
速
に
伸
び
て
い
る
。

効
率
的
な
コ
メ
作
り
な
ど
を
伝
え
る
た
め
、
長
年
、
日
本
で
農
業
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
吉
見
愼
太
郎
さ
ん
が

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
奔
走
し
て
い
る
。
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い
こ
と
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
適
切
な
教
科
書
が
な
い
こ
と
や

座
学
と
実
習
の
内
容
が
一
致
し
な
い
こ
と
も
、
吉
見
さ
ん
に

と
っ
て
は
衝
撃
だ
っ
た
。「
日
本
で
実
践
し
て
き
た
指
導
法
や
、

よ
り
効
果
的
な
栽
培
の
進
め
方
に
つ
い
て
同
僚
の
先
生
た
ち
に

提
案
し
て
み
ま
し
た
が
、〝
現
状
が
一
番
良
い
〞
と
、
反
応
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
そ
れ
な
ら
ば
、
言
葉
で
説
明
す
る
よ
り
、
や
っ
て
見
せ
た

ほ
う
が
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
か

ら
栽
培
方
法
を
改
善
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
、
ひ
い

て
は
そ
れ
が
食
料
増
産
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く―

。
そ
う
考

え
た
吉
見
さ
ん
は
「Y

O
SH
IM
I’s G

A
R
D
EN

」
と
名
付
け
た

畑
を
設
け
、コ
メ
作
り
や
野
菜
栽
培
を
始
め
た
。
そ
し
て
、日
々

の
生
育
状
況
や
作
業
内
容
を
記
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
校
長
や
教

員
に
渡
す
よ
う
に
し
た
。「
こ
の
国
で
は
、
太
陽
が
照
り
つ
け

る
と
地
表
の
温
度
が
55
度
に
ま
で
上
昇
し
、
粘
土
質
の
土
が
乾

燥
し
て
固
く
な
る
。
雑
草
の
生
育
が
速
い
の
で
早
め
に
除
草

し
、
種
を
ま
い
た
後
に
も
み
殻
で
覆
っ
て
高
温
乾
燥
の
障
害

を
避
け
た
り
と
、
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
」
と
吉
見
さ
ん
。

　
ま
た
、「YO

SH
IM
I’s G

A
R
D
EN

」
で
収
穫
し
た
作
物
を

調
理
し
、
文
化
の
紹
介
も
兼
ね
て
先
生
た
ち
に
日
本
食
を
体

験
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
お
に
ぎ
り
の
実
演
も
そ
の
一
環
だ

っ
た
の
だ
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
続
け
る
う
ち
、
徐
々
に

先
生
や
生
徒
た
ち
が
日
本
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。「
現
状
が
最
良
だ
と
考
え
て
質
問
や
改
善
を

し
な
い
先
生
も
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
何
で
も
実
践
し
て
見

せ
て
、
興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
。〝

　啄
同
時
〞
の
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
」。

　
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
人
々
は
、
ま
じ
め
で
几
帳
面
。

農
業
に
取
り
組
む
姿
勢
も
一
生
懸
命
だ
。「
だ
か
ら
こ
そ
、
今

後
の
支
援
に
よ
っ
て
は
、
彼
ら
は
食
料
増
産
に
向
け
た
頼
も

し
い
存
在
に
な
り
得
る
」
と
吉
見
さ
ん
。
任
期
は
残
り
約
８

カ
月
。
お
い
し
い
コ
メ
や
野
菜
が
た
く
さ
ん
作
れ
る
よ
う
、

人
々
の
意
識
に
変
化
を
起
こ
す
べ
く
、
地
道
で
も
着
実
な
挑

戦
が
続
い
て
い
く
。

　
塩
を
ま
ぶ
し
た
白
い
ご
は
ん
を
手
際
よ
く
「
ぎ
ゅ
っ
、
ぎ
ゅ

っ
」
と
握
る
。
そ
の
動
作
に
沸
く
「
お
お
！
」
と
い
う
歓
声
。

お
コ
メ
を
包
ん
だ
〝
黒
い
シ
ー
ト
〞
が
海
藻
か
ら
で
き
た
も

の
だ
と
分
か
る
と
、
再
び
興
奮
。
そ
し
て
、
恐
る
恐
る
口
に
運

ぶ…

。
今
度
は
そ
の
お
い
し
さ
に
「
お
お
！
」
と
沸
き
返
る
。

　
日
本
人
に
は
な
じ
み
深
い
お
に
ぎ
り
に
こ
ん
な
驚
き
の
声
が

上
が
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
北
に
位
置
す
る
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
の
地
方
都
市
マ
ダ
ン
。
ダ
ニ
ッ
プ
農
業
工
科
職
業
訓
練

学
校
で
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
吉
見
愼
太
郎
さ
ん

が
、
同
僚
の
先
生
た
ち
に
お
に
ぎ
り
を
振
る
舞
っ
た
と
き
の
様

子
だ
。「
初
め
て
の
味
に
み
ん
な
ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
」
と
笑
う
。

1949年山形県西川町出身。71年に大学卒
業後、山形県の県立高校教員、県教育委員
会などを経て、県立農業大学校副校長、県青
年の家所長、県立高校校長、山形県産業科
学館館長を歴任。2010年3月から、農業教
育を担当するシニア海外ボランティアとして、
パプアニューギニアで活動中。

PROFILE

a.「YOSHIMI’s GARDEN」に植えたナスの生育状況を確認。「土壌や気温、乾燥などは作物の成長に大きく影響するので、観察とデータ収集が大事です」
b.夕食準備のため、主食のタロイモの皮をむく学生。学校は全寮制のため、校内で収穫した作物を使って生徒たちが当番で食事を作る
c.日本食を体験してもらおうとおにぎりを作った吉見さん。「最初は不安そうでしたが、一口食べたら“Good!”と言ってくれました」
d.稲作普及を行っている青年海外協力隊員と一緒に村を訪れた吉見さん。コメ作りに興味を持ってもらい、農地があれば誰でもできることを村人に分かりやすく説明

吉
見  

愼
太
郎

JICA 
Volunteer  

Story

ab

�
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
�

YOSHIMI
Shintaro

さん

校内の農場では陸稲栽培が行われている。効率のよい種もみのまき方を実践して見せる吉見さん

「
お
い
し
い
お
コ
メ
を

た
く
さ
ん
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

d

c

パプアニューギニア

ポートモレスビー

オーストラリア

マダン

そ
っ
た
く

JICA ボランティアの活動はブログでもぜひご覧ください。
URL : worldreporter.jica.go.jp



インドネシア・パプア州と姉妹県州協定を締結し、
さまざまな形で友好関係を深めてきた山形県。

現在は、国内有数のコメどころとしてのノウハウを生かし、
コメ作りを支援している。

そして今年４月、震災後間もない東北の地に研修員がやってきた。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　
４
月
中
旬
、
長
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
、
新

芽
が
あ
ち
こ
ち
に
顔
を
出
し
始
め
た
山
形
県

山
形
市―

。
市
内
西
部
の
山
ぎ
わ
に
位
置
す

る
山
形
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

青
々
と
し
た
苗
を
い
っ
ぱ
い
に
積
み
込
ん
だ

田
植
え
機
が
、
実
験
圃
場
を
勢
い
よ
く
進
ん

で
い
た
。

　「
ハ
ン
ド
ル
を
真
っ
す
ぐ
に
ね
」

　
同
セ
ン
タ
ー
の
長
沼
億
博
さ
ん
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
ハ
ン
ド

ル
を
操
作
し
て
い
る
の
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

パ
プ
ア
州
農
業
園
芸
局
の
ノ
フ
ァ
・
サ
ン
ゲ

ナ
フ
ァ
さ
ん
。
同
じ
く
農
業
園
芸
局
の
職
員

で
あ
る
レ
ン
デ
ィ・ウ
エ
ヤ
さ
ん
、
ボ
ナ
ー
ル
・

ド
ロ
ク
サ
リ
プ
さ
ん
と
と
も
に
、
４
月
中
旬

か
ら
山
形
の
コ
メ
作
り
の
技
術
を
学
ぶ
た
め

に
来
日
し
た
。

　「
パ
プ
ア
州
よ
り
50
年
は
機
械
化
が
進
ん
で

い
ま
す
ね
」

　
同
州
で
導
入
さ
れ
て
い
る
農
業
機
械
は
、

簡
易
な
刈
り
取
り
機
や
耕
転
機
の
み
。
３
人

は
日
本
の
田
植
え
機
の
機
能
性
に
驚
き
を
隠

せ
な
い
様
子
だ
っ
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
県
出
身
の
兵
士
の

遺
骨
収
集
を
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

１
９
９
４
年
に
姉
妹
県
州
協
定
を
締
結
し
た

山
形
県
と
パ
プ
ア
州
。
以
降
、
20
年
以
上
に

わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
人
的
・
技
術

的
な
交
流
を
図
っ
て
き
た
。
そ
し
て
２
０
１

０
年
か
ら
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協
力

事
業
を
通
じ
て
「
パ
プ
ア
州
水
稲
種
子
生
産

技
術
確
立
事
業
」
を
開
始
。
毎
年
３
人
、
パ

プ
ア
州
農
業
園
芸
局
の
職
員
を
研
修
員
と
し

て
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
山
形
県
は
、
日
本
海
側
の
庄
内
地
方
を
中

心
に
、
国
内
有
数
の
コ
メ
ど
こ
ろ
と
し
て
名

高
い
。
10
ア
ー
ル
当
た
り
の
コ
メ
の
生
産
量

は
、
長
野
県
に
次
い
で
全
国
第
二
位
を
誇
る
。

ま
た
、
肥
よ
く
な
土
壌
、
昼
夜
の
寒
暖
の
差

な
ど
山
形
の
気
候
風
土
を
生
か
し
た
新
品
種

の
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、「
は
え
ぬ

き
」
や
「
つ
や
姫
」
な
ど
、
高
品
質
で
味
の

良
い
水
稲
品
種
育
成
の
実
績
も
高
く
評
価
さ

れ
て
き
た
。　

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
主
食
も
コ
メ
。
政
府
の

後
押
し
を
受
け
て
、
各
地
で
稲
作
振
興
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
パ
プ
ア
州
は
南
西

部
を
中
心
に
広
大
な
耕
作
可
能
地
域
が
広
が

り
、
コ
メ
の
生
産
拡
大
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

高
い
。
し
か
し
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
種

子
栽
培
の
技
術
普
及
、
灌
漑
施
設
や
農
業
機

械
の
導
入
な
ど
が
な
か
な
か
進
ま
ず
、
収
量

が
伸
び
悩
ん
で
い
た
。

　
そ
こ
で
手
を
差
し
伸
べ
た
の
が
山
形
県
。

パ
プ
ア
州
の
稲
作
の
発
展
に
貢
献
す
べ
く
、

長
年
の
経
験
を
通
じ
て
培
っ
た
稲
作
技
術
を

携
え
、
地
元
の
農
業
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
た
ち
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　
１
年
目
と
な
る
昨
年
は
、
９
月
中
旬
か
ら

１
カ
月
半
、
コ
メ
の
収
穫
期
に
研
修
を
実
施
。

収
穫
の
実
習
に
加
え
、
種
子
の
選
別
や
検
査
、

生
育
調
査
、
種
子
圃
場
管
理
な
ど
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
伝
え
た
。「
毎
年
異
な
る
時
期
に
研
修
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
稲
作
の
各
段
階
を
ト
ー

タ
ル
で
学
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
研

修
を
担
当
し
て
い
る
山
形
県
農
業
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
の
今
田
孝
弘
さ
ん
は
話
す
。

　
そ
し
て
今
年
は
、
種
ま
き
と
田
植
え
の
時

期
、
４
月
中
旬
か
ら
５
月
下
旬
に
か
け
て
研

修
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
わ
ず
か
１

カ
月
前
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生―

。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
も
日
本
と
同
様
に
地
震
大
国
。
パ

プ
ア
州
の
人
た
ち
の
〝
思
い
〞
を
背
負
っ
て

来
日
し
た
研
修
員
た
ち
は
、「
研
修
が
延
期
に

な
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
山
形
の
皆
さ
ん

の
力
で
来
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
の
稲
作

の
技
術
を
し
っ
か
り
と
学
ん
で
パ
プ
ア
の
稲

作
に
生
か
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
た
。

　
約
７
週
間
、
種
ま
き
か
ら
田
植
え
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
た
研
修
員
た
ち
。
種
子

を
ど
の
よ
う
に
発
芽
さ
せ
る
か
、
異
な
る
品

種
と
混
在
し
な
い
よ
う
に
ど
の
よ
う
に
隔
離

さ
せ
る
か…

、
実
験
室
で
の
ち
密
な
作
業
に

も
根
気
強
く
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
新
品
種

開
発
の
最
先
端
を
い
く
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を

見
学
し
、「
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
水
は
毎
日
や

る
の
か
」「
気
温
が
下
が
っ
た
時
に
は
ど
の
よ

う
に
温
度
管
理
を
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
、

積
極
的
に
質
問
を
投
げ
掛
け
て
い
た
。

　
ま
た
、
田
植
え
の
実
習
で
は
、
パ
プ
ア
州

で
は
ま
だ
導
入
さ
れ
て
い
な
い
田
植
え
機
に

試
乗
。
初
め
て
の
経
験
に
最
初
は
顔
が
こ
わ

ば
っ
て
い
た
女
性
の
研
修
員
ノ
フ
ァ
さ
ん
も

そ
の
効
率
性
を
体
感
し
「
パ
プ
ア
で
も
導
入

し
た
い
」
と
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
た
。

山
形
県
商
工
観
光
部
の
永
井
健
さ
ん
は
「
日

本
の
農
業
機
械
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

パ
プ
ア
州
で
の
機
械
化
に
弾
み
が
つ
け
ば
」

と
期
待
す
る
。

　
３
年
目
の
研
修
は
、
稲
穂
が
出
た
後
の
株

の
抜
き
取
り
作
業
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を
行

う
予
定
。「
技
術
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
山
形

で
農
業
に
携
わ
る
人
々
の
姿
勢
や
考
え
方
に

触
れ
、
自
国
の
農
業
の
参
考
に
し
て
ほ
し
い
」

と
永
井
さ
ん
は
話
す
。　
　

　
山
形
の
農
業
を
肌
で
感
じ
た
研
修
員
た
ち

の
手
に
よ
り
パ
プ
ア
州
の
〝
ブ
ラ
ン
ド
米
〞

が
生
み
出
さ
れ
、
一
面
に
、
黄
金
色
の
稲
穂

が
な
び
く
日
も
そ
う
遠
く
は
な
い
は
ず
だ
。

日
本
が
誇
る

山
形
の
稲
作
技
術

３
年
間
で

稲
作
の
全
段
階
を
学
ぶ

面積約9,500平方キロ。人口約
120万人。蔵王や月山など日本百名
山に名を連ねる山々に囲まれ、日本
三大急流の一つである最上川が流
れる。果樹栽培が盛んで、さくらんぼ
は全国の7割の生産量を占める。コメ
の生産量も全国で上位。1994年に
インドネシア・パプア州と姉妹県州協
定を締結し、農業や保健分野などの
研修員受け入れ、日本語学習支援な
どを通じた交流を行っている。

山形県

21その土地にし かないコメ作りを

種子の発芽試験で一つ一つの芽を確
認。「これは発芽してるね」とレンディさん

［上］皆で腰を曲げて田植え作業
［右］田植え機に苗を設置する研修員たち

田植え機に初めて乗ったという研修員のノファさん。長沼さん（中央）にアドバイスを受けながら「農作業の機械化はコメの収量増加
に必要不可欠ですね」と話していた

山形県農業総合研究センターの今田さん（中央）から、発芽試
験での判断基準について説明を受ける研修員たち

山形県

山  形  県

August 2011                         2021                         August 2011

※「パプア州水稲種子生産技術確立事業」は、JICA東北の「JICA Plaza NEWS」8月号でも紹介されています。
詳細は、www.jica.go.jp/tohoku/office/pr.htmlへ。



こ
れ
ま
で
農
業
分
野
で
多
く
の
国
際

協
力
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た
宮

崎
明
博
さ
ん
。現
在
は
、モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
で
多
く
の
人
の
笑
顔
を
生
み
出
し

た
い
と
、農
業
の
ほ
か
、環
境
や
イ
ン

フ
ラ
整
備
も
含
め
た
開
発
の
可
能
性

を
探
り
続
け
る
。

図
に
残
る
仕
事
を
し
た
い
」。大
学
時
代

は
土
木
工
学
、特
に
都
市
計
画
や
交
通

計
画
を
研
究
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、そ
う
考
え

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、自
分
が
楽
し
く
仕
事
が
で

き
、周
り
に
幸
せ
や
笑
顔
を
提
供
で
き
る
仕
事
に

も
あ
こ
が
れ
て
い
た
の
で
、就
職
先
と
し
て
テ
レ
ビ

局
や
レ
コ
ー
ド
会
社
を
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
最
終
的
に
は
、そ
の
両
方
の
希
望
が
か
な
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
選
ん
だ
道

が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
す
。

　

就
職
し
て
４
年
目
の
こ
と
、初
め
て
の
海
外
赴

任
先
の
メ
キ
シ
コ
で
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、農
業
分
野
で
し
た
。
初
め
て
か
か
わ
る
領
域

だ
っ
た
の
で
、日
本
語
で
す
ら
専
門
用
語
が
分
か

ら
な
い
状
況
に
加
え
て
、公
用
語
の
ス
ペ
イ
ン
語

に
も
苦
労
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
、必
要
な
知
識
を
専
門
家
ら
か
ら
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、専
門
書
や
報
告
書
を
と
に

か
く
読
み
あ
さ
っ
た
も
の
で
す
。ま
た
、農
作
物
の

試
験
栽
培
や
研
究
の
過
程
で
は
、専
門
家
同
士

で
意
見
が
分
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
め
方
に
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
れ

で
も
、メ
キ
シ
コ
で
２
年
３
年
と
経
験
を
積
む
う

ち
に
、農
業
開
発
に
必
要
な
知
識
が
身
に
つ
き
新

た
な
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
の
手
で
作
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
実
績
の

少
な
か
っ
た
環
境
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
立
ち

上
げ
、大
き
な
や
り
が
い
も
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、２
０
０
２
年
か
ら
勤
務
し
た
札
幌
国

際
セ
ン
タ
ー
で
も
、農
業
分
野
の
研
修
を
担
当
。

メ
キ
シ
コ
で
の
経
験
を
生
か
し
、研
修
担
当
者
、

時
に
は
講
師
と
い
う
立
場
で
海
外
か
ら
の
研
修

員
に
日
本
の
農
村
振
興
の
歴
史
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

農
業
開
発
に
つ
い
て
講
義
し
、実
際
に
日
本
の
農

業
を
目
で
見
、触
れ
て
も
ら
う
た
め
、圃
場
へ
同

行
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
専
門
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
農
業
分

野
を
、メ
キ
シ
コ
・
札
幌
と
続
け
て
担
当
し
、農
業

は「
見
て
分
か
る
」、そ
し
て
作
物
が
実
り「
形
に

残
る
」や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
、分
か
り
ま
し

た
。

　

現
在
の
勤
務
先
で
あ
る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
は
、

イ
ン
フ
ラ
・
農
業
・
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

協
力
を
取
り
ま
と
め
、国
全
体
が
持
続
的
に
発

展
す
る
た
め
に
必
要
な
日
本
の
支
援
戦
略
を
考

え
る
の
が
私
の
役
目
で
す
。と
り
わ
け
、モ
ザ
ン
ビ

ー
ク
北
部
の
ナ
カ
ラ
回
廊
開
発
支
援
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
、国
内
で
も
開
発
が
遅
れ
て
い
る

地
域
で
す
。し
か
し
、土
壌
・
水
資
源
な
ど
の
状

況
か
ら
農
業
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
き
く
、可
能
性

を
秘
め
た
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

が
持
続
的
に
経
済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ら
の
支
援
は
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。こ
こ
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
連
携
事
業「
Ｐ
ｒ
ｏ

Ｓ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ａ
」※
を
は
じ
め
と
し
て
、地
域
を
経

済
成
長
さ
せ
る
た
め
に
マ
ク
ロ
的
な
視
点
か
ら
支

援
の
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。単
一
セ

ク
タ
ー
で
の
支
援
に

留
ま
ら
ず
、イ
ン
フ
ラ

（
道
路
、橋
梁
、港
）

整
備
、教
育
、保
健
、

給
水
、電
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
な
ど
総

合
的
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
視
点
と
斬
新

な
ア
イ
デ
ア
で
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。こ
れ
は
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
だ
け
で

は
な
く
、道
路
や
鉄

道
な
ど〝
線
〞で
つ

な
が
る
隣
国
マ
ラ
ウ
イ
や
ザ
ン
ビ
ア
に
も
良
い
影

響
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
め
開
発
事
業
は

少
な
か
ら
ず
自
然
環
境
に
影
響
を
与
え
ま
す
。開

発
と
環
境
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
も
持

続
的
な
発
展
に
重
要
な
要
素
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
へ
の
協
力
は
間
接
的
に

日
本
に
も
裨
益
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、食
料
自
給
率
が
わ
ず
か
４
割
の
日
本
は
、途

上
国
を
含
め
た
海
外
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
な
し
で
は

生
き
て
い
け
な
い
国
で
す
。
開
発
途
上
国
と
日

本
、双
方
に
利
益
と
な
る「
Ｗ
ｉ
ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関

係
」が
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
も
築
け
る
よ
う
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
、そ
し
て
日
本
人
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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開
発
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食
料
事
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を
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７
月
９
日
に
、ア
フ
リ
カ
54
番
目
の
独
立
国
家

「
南
ス
ー
ダ
ン
」が
誕
生
し
ま
し
た
。面
積
は
約
64

万
４
０
０
０
平
方
キ
ロ（
日
本
の
１
・７
倍
）、人
口

は
約
８
２
６
万
人
。日
本
が
国
交
を
結
ん
だ
１
９

４
カ
国
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
日
、新
し
く
首
都
と
な
っ
た
ジ
ュ
バ
で
は
、独

立
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、パ
ン
・
ギ
ム
ン
国
連

事
務
総
長
や
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
ザ
ン・
ラ
イ
ス
国
連

大
使
、ア
フ
リ
カ
約
30
カ
国
の
首
脳
な
ど
、世
界

中
か
ら
多
く
の
来
賓
が
訪
れ
祝
福
。日
本
か
ら
は

菊
田
真
紀
子
外
務
政
務
官
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
粗
信

仁
理
事
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。式
典
の
冒
頭
、南

部
ス
ー
ダ
ン
暫
定
議
会
の
ワ
ニ
議
長
が
独
立
宣

言
を
読
み
上
げ
た
の
に
続
き
、南
部
ス
ー
ダ
ン
自

01
「
南
ス
ー
ダ
ン
」独
立
記
念
式
典
を
開
催

治
政
府
を
率
い
て
き
た
サ
ル
ヴ
ァ・
キ
ー
ル
氏
が
新

大
統
領
就
任
を
宣
言
。会
場
周
辺
に
朝
か
ら
詰

め
か
け
て
い
た
約
５
万
人
の
市
民
か
ら
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、南
北
ス
ー
ダ
ン
の
内
戦
を
終
結

へ
と
導
い
た
2
0
0
5
年
の「
南
北
包
括
和
平

合
意
」締
結
直
後
か
ら
、平
和
の
定
着
や
新
し
い

国
づ
く
り
に
向
け
南
ス
ー
ダ
ン
に
対
す
る
支
援
を

開
始
。ジ
ュ
バ
を
中
心
と
し
て
、理
数
科
教
育
や

職
業
訓
練
、保
健
な
ど
の
基
礎
生
活
分
野
の
支

援
や
、道
路
や
河
川
、港
の
整
備
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
復
興
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、近
年

は
税
関
の
人
材
育
成
や
メ
デ
ィ
ア
強
化
の
支
援

も
開
始
。
さ
ら
に
、地
方
都
市
に
対
す
る
支
援

式典会場の周辺に集まり、南
スーダンの独立を喜ぶ市民

中園盛幸さん（ガーナ／PCインスト
ラクター）ほか、４人の代表者に山花
政務官から感謝状が贈られた

や
、食
料
援
助
へ
の
依
存
度
を
下
げ
る
た
め
食
料

増
産
に
向
け
た
支
援
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

独
立
に
合
わ
せ
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ジ
ュ
バ
に
南
ス
ー
ダ

ン
駐
在
員
事
務
所
を
設
置
、南
ス
ー
ダ
ン
が
安
定

し
た
国
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
、今
後
も
国

際
社
会
と
と
も
に
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

６
月
22
日
、２
０
０
９
年
６
月
か
ら
２
０
１
１

年
６
月
ま
で
の
２
年
間
の
任
期
を
終
え
て
帰
国

し
た
青
年
海
外
協
力
隊
、シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、日
系
社

会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
計
１
８
２
人
に
、外

務
大
臣
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
・
広
尾
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
で
行
わ

れ
た
授
与
式
で
は
、山
花
郁
夫
外
務
大
臣
政
務

官
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
山
花
政
務

官
は
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、

現
地
の
方
と
地
域
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
、日

本
の〝
草
の
根
外
交
官
〞と
し
て
貢
献
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
後
に
多
く
の
途
上
国
か
ら
温
か

い
支
援
を
い
た
だ
い
た
の
も
、こ
れ
ま
で
長
年
支

援
を
行
っ
て
き
た
日
本
と
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
た

お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。ま

02
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
に
外
務
大
臣
感
謝
状
を
授
与

た
、「
一
時
退
避
中
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

多
く
の
隊
員
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
G
が
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
、忍
耐
力
、地
域
に
溶
け
込
む
力
、課
題

解
決
力
と
い
っ
た
強
み
を
生
か
し
た
支
援
を
行

い
、被
災
者
の
方
々
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
」と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

次
に
、帰
国
し
た
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

代
表
し
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
フ
ィ
ラ
リ
ア
対
策

を
行
っ
た
宮
国
康
弘
さ
ん（
沖
縄
県
出
身
）と
、

シ
リ
ア
で
幼
児
教
育
を
支
援
し
た
西
村
梨
沙
さ

ん（
東
京
都
出
身
）が
活
動
を
報
告
。ま
た
、「
日

本
の
国
際
協
力―

特
に
青
年
海
外
協
力
隊
の
活

動―

を
支
援
す
る
国
会
議
員
の
会
」メ
ン
バ
ー
も

駆
け
付
け
、事
務
局
長
の
佐
藤
公
治
参
議
院
議

員
は「
皆
さ
ん
は
日
本
と
日
本
人
の
誇
り
」と
話

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
と
国
会
議
員
の
歓
談
の
後
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
橋
本
栄
治
理
事
よ
り「
汗
と
涙
の
詰
ま
っ
た

活
動
を
通
し
て
得
た
経
験
や
強
い
絆
を
、今
後
の

自
分
の
た
め
、そ
し
て
日
本
社
会
の
再
生
の
た
め

に
使
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」と
挨

拶
し
、授
与
式
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ほ
ぼ
の
ぶ

ひ
と

　

青
年
海
外
協
力
隊
の
経
験
を
日
本
国
内
で

ど
う
生
か
せ
る
か
―
。
協
力
隊
経
験
者
の「
人

材
」と
し
て
の
魅
力
に
迫
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を

９
月
４
日（
日
）に
開
催
し
ま
す
。

　

第
一
部
は
、N
P
O
法
人
ハ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ゴ
ー

ル
ド
代
表
を
務
め
る
有
森
裕
子
氏
に
よ
る
基
調

講
演
。
国
際
協
力
の
意
義
や
、東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
へ
の
支
援
を
通
じ
て
感
じ
た
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
復
興
に
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
語
り
ま

す
。

　

第
二
部
は
、産
業
復
興
や
町
づ
く
り
な
ど
、東

日
本
大
震
災
の
復
興
に
協
力
隊
経
験
が
ど
う
生

か
さ
れ
る
の
か
を
テ
ー
マ
に
、パ
ネ
ル
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
ま
す
。読
売
新
聞
東
京
本
社
論
説
副
委
員

長
の
野
坂
雅
一
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、パ
ネ
リ
ス
ト
は
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
主
任

研
究
員
・
荒
木
田
勝
氏
、協
力
隊
Ｏ
Ｂ
で（
社
）中

越
防
災
安
全
推
進
機
構
地
域
防
災
力
セ
ン
タ
ー

の
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
河
内
毅
氏
、協
力

隊
Ｏ
Ｇ
の
N
P
O
法
人
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ
ジ
ャ
パ

ン
東
北
事
業
調
整
員
・
西
城
幸
江
氏
。

　

協
力
隊
経
験
者
の
生
の
声
が
聞
け
る
良
い
機

会
。皆
さ
ん
、奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
：
９
月
４
日（
日
）14
〜
17
時

会
場
：
日
本
教
育
会
館
一
ツ
橋
ホ
ー
ル（
東
京
）

応
募
方
法
：

【
郵
送
】氏
名
、年
齢
、性
別
、住
所
、電
話
番

号
、職
業
を
明
記
の
上
、次
の
宛
先
ま
で
。

〒1
0
4
-0
0
6
1

　

東
京
都
中
央
区
銀
座
１-

５

-

８　

銀
座
ウ
ィ
ロ
ー
ア
ベ
ニ
ュ
ー
ビ
ル
７
階　

株

式
会
社
ロ
フ
ト
内　

国
際
協
力
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

事
務
局

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】「
ヨ
ミ
ウ
リ
応
募
」で
検
索
、

ま
た
はhttp://yom

iuri.oh-bo.net/

か
ら
。

応
募
締
切
：
８
月
12
日（
金
）必
着　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
同
日
24
時
締
切

問
：
国
際
協
力
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
事
務
局　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：0

3
-3
5
6
4
-1
3
5
0

（
平
日
10
〜
17

時
）
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日
本
か
ら
は
る
か
６
０
０
０
キ
ロ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
第
２
の
都
市
ス
ラ
バ
ヤ
。
あ
る
日
の
早

朝
、
町
中
の
市
場
に
足
を
運
ぶ
と
、
コ
メ
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な

ど
が
、
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
近
郊
の

村
々
で
収
穫
さ
れ
た
新
鮮
な
も
の
ば
か
り
だ
。

　
こ
の
辺
り
は
、
国
内
随
一
の
穀
倉
地
帯
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
源
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
マ
ラ
ン
か
ら
ス
ラ
バ
ヤ
に
向
か
っ
て
円
を

描
く
よ
う
に
流
れ
る
ブ
ラ
ン
タ
ス
川
。
全
長
３

２
０
キ
ロ
、
日
本
最
長
の
河
川
で
あ
る
信
濃
川

に
匹
敵
す
る
長
さ
だ
。
こ
の
大
河
か
ら
豊
か
な

水
の
恵
み
が
も
た
ら
さ
れ
、
肥
沃
な
土
壌
を
つ

く
り
、
農
産
物
の
豊
か
な
生
産
を
促
し
て
い
る
。

　
し
か
し
今
か
ら
50
年
前
、
こ
の
一
帯
は
、
常

に
洪
水
や
干
ば
つ
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

雨
期
に
な
る
と
、
見
る
見
る
う
ち
に
川
か
ら
水

が
あ
ふ
れ
て
洪
水
が
発
生
。
ま
た
、
15
年
に
１

度
噴
火
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ク
ル
ド
山
を
含

む
複
数
の
火
山
が
、
大
量
の
噴
火
物
を
河
川
に

流
し
込
む
。
常
に
自
然
に
翻
弄
さ
れ
て
生
活
す

る
農
民
た
ち
。
手
塩
に
か
け
て
懸
命
に
育
て
た

農
作
物
も
、
一
瞬
の
う
ち
に
ダ
メ
に
な
っ
て
し

ま
う
。

　
し
か
し
、
ブ
ラ
ン
タ
ス
川
流
域
の
農
業
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
く
、
地
域
の
み
な
ら
ず
、
国

の
発
展
の
要
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
そ
の
可
能
性
に

か
け
、
１
９
５
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
開
発
に

着
手
。
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
長
さ
１
キ

ロ
に
わ
た
る
ネ
ヤ
マ
・
排
水
ト
ン
ネ
ル
の
建
設

だ
っ
た
。
常
に
冠
水
し
て
い
る
状
態
を
、
ト
ン

ネ
ル
を
通
じ
て
排
水
す
る
こ
と
で
解
決
し
よ
う

と
試
み
た
の
だ
。

　
と
こ
ろ
が
工
事
が
始
ま
っ
て
み
る
と
、
現
場

で
は
、
は
だ
し
の
労
働
者
が
鋤
や
鍬
を
使
っ
て

作
業
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
は
い
つ
完
成
す

る
の
か
先
が
見
え
な
い
。
そ
こ
で
53
年
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
政
府
の
依
頼
で
こ
の
土
地
に
降
り
立

っ
た
の
が
、
日
本
の
大
手
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
企
業
・
日
本
工
営
株
式
会
社
の
久
保
田
豊

社
長
（
当
時
）。
彼
が
発
し
た
言
葉
は
、「
日
本
の

技
術
が
あ
れ
ば
１
年
で
で
き
ま
す
よ
」。
そ
れ
が

す
べ
て
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

　
５
年
後
、
現
地
政
府
の
要
請
を
受
け
て
、
日

本
は
円
借
款
を
通
じ
た
支
援
に
乗
り
出
す
こ
と

に
。
ネ
ヤ
マ
・
排
水
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
を
請
け
負

っ
た
の
は
、
鹿
島
建
設
株
式
会
社
。
日
本
工
営
は

そ
れ
以
降
、
50
年
以
上
に
わ
た
り
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
を
担
っ
た
。
戦
後
、
国
際
社
会
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
這
い
上
が
っ
て
き
た
日
本
。
そ
れ

故
に
、
日
本
人
の
技
術
者
た
ち
に
は
格
別
な
思
い

が
あ
っ
た
と
い
う
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
「
国
を

発
展
さ
せ
た
い
」
と
い
う
熱
意
も
重
な
り
、
工

事
は
１
年
余
り
で
完
了
し
た
。

　
さ
ら
に
61
年
、
J
I
C
A
の
支
援
で
「
ブ
ラ
ン

タ
ス
川
流
域
総
合
開
発
計
画
」
を
策
定
。
１
万

２
０
０
０
平
方
キ
ロ
に
対
す
る
流
域
開
発
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
日
本
工
営
が
描
い
た
。
ダ
ム

の
建
設
、
灌
漑
施
設
、
発
電
所
の
整
備
…
。
や

る
こ
と
は
山
積
み
だ
っ
た
が
、
両
国
の
技
術
者

た
ち
が
発
す
る
熱
気
に
包
ま
れ
、
マ
ラ
ン
に
設

置
さ
れ
た
統
括
事
務
所
や
現
場
は
い
つ
も
活
気

に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
60
年
代
に
新
た
に
円
借
款
で
２
つ
の
ダ
ム
の

建
設
が
開
始
さ
れ
、
日
本
工
営
が
設
計
・
工
事

監
理
を
、
鹿
島
建
設
が
施
工
方
法
の
指
導
を
担

当
し
た
。
し
か
し
事
業
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た

65
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
史
上
に
残
る
大
規
模
な

ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
る
。
９
・
30
事
件
―
。
首

都
を
中
心
に
混
乱
が
生
じ
、
多
く
の
外
国
人
が

国
を
離
れ
る
こ
と
を
余
議
な
く
さ
れ
た
。
し
か

し
今
こ
こ
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
す
べ
て
水
の
泡
に
な
っ

て
し
ま
う
―
。
約
50
人
の
日
本
工
営
と
鹿
島
建

設
の
関
係
者
は
、
そ
の
場
に
と
ど
ま
る
こ
と
を

決
め
た
。
統
括
事
務
所
の
ス
ル
ヨ
ノ
総
裁（
当
時
）

は
「
日
本
人
の
技
術
者
た
ち
は
、
私
た
ち
と
と

も
に
本
当
に
よ
く
働
い
て
く
れ
た
。
現
地
の
も

の
を
食
べ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
勉
強
し
、
懸

命
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
て
く
れ
た

の
で
す
」
と
評
価
す
る
。

　
70
年
代
に
入
り
、
流
域
に
は
ダ
ム
が
完
成
し
、

発
電
所
が
で
き
、
灌
漑
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い

っ
た
。
日
々
変
化
を
遂
げ
て
い
く
町
の
姿
に
、

現
場
の
士
気
は
よ
り
高
ま
っ
た
。
農
民
た
ち
に

も
そ
の
恩
恵
は
波
及
し
、
農
産
物
の
生
産
量
が

著
し
く
増
加
。〝
ブ
ラ
ン
タ
ス
の
奇
跡
〞
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　
日
本
工
営
技
術
本
部
の
畑
尾
成
道
さ
ん
は
、

入
社
２
年
目
の
70
年
、
ま
だ
駆
け
出
し
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
だ
っ
た
時
代
に
現
地
に
赴
任
し
た
。

「
同
年
代
の
若
い
技
術
者
た
ち
と
話
を
し
て
い
て
、

彼
ら
の
国
の
発
展
に
か
け
る
熱
意
は
相
当
な
も

の
で
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
私
の
仕
事
人
生
の

原
点
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」
と
振
り
返
る
。
目

標
達
成
の
た
め
に
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
、

そ
の
た
め
に
全
員
が
一
致
団
結
し
て
前
に
進
ん

で
い
く
こ
と
―
。
ブ
ラ
ン
タ
ス
流
域
開
発
に
携

わ
っ
た
技
術
者
た
ち
に
育
ま
れ
た
こ
の
精
神
か

ら
、〝
ブ
ラ
ン
タ
ス
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
〞
と
い
う
言

葉
が
生
ま
れ
た
。
一
時
は
１
５
０
人
に
も
及
ん

だ
日
本
人
関
係
者
は
、
70
年
代
後
半
に
は
10
人
に

ま
で
縮
小
。
現
地
主
体
で
工
事
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
90
年
代
に
は
、
当
初
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

設
定
さ
れ
た
事
業
は
ほ
ぼ
終
了
。
流
域
で
は
洪

水
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
灌
漑
施
設
に
よ
り

給
水
が
、
発
電
所
に
よ
り
電
力
の
供
給
が
安
定

し
た
。
そ
の
後
、
現
地
の
技
術
者
の
中
に
は
、

官
公
庁
の
要
職
に
就
い
た
人
も
い
れ
ば
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
や
建
設
会
社
を
立
ち
上
げ

た
人
も
い
る
。〝
ブ
ラ
ン
タ
ス
・
ス
ク
ー
ル
〞
か
ら
、

多
く
の
生
徒
た
ち
が
羽
ば
た
き
活
躍
し
て
い
る
。

　
日
本
の
国
際
協
力
の
根
幹
を
な
す
「
人
づ
く

り
」。
そ
れ
は
50
年
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
。
ブ
ラ

ン
タ
ス
川
で
育
ま
れ
た
技
術
者
の
魂
が
今
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
全
土
の
開
発
で
生
か
さ
れ
て
い
る
。

技
術
者
を
支
え
た

ブ
ラ
ン
タ
ス・ス
ピ
リ
ッ
ツ

自
然
災
害
に
悩
む

地
域
の
人
々

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
東
部
を
流
れ
る
ブ
ラ
ン
タ
ス
川
。

そ
の
流
域
は
国
内
随
一
の
穀
倉
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
、
経
済
成
長
も
著
し
い
。

し
か
し
50
年
前
は
、
洪
水
や
火
山
灰
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ
の
土
地
。

こ
こ
に
奇
跡
を
起
こ
し
た
の
は
、
日
本
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
技
術
者
だ
っ
た
。

一
本
の
川
が
育
ん
だ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
技
術
者
魂

次世代への財産

■ブランタス川流域開発の主なJICA事業

収穫されたもみを振り分ける少女。ブランタス川流域
は、東部ジャワ州のコメ生産量の3割を占めるまでに

す
き
　
　 

く
わ

1973年に完成したカランカテス・ダム

洪水が起こるたびに水浸しになっていた1960年代のブランタス川流域の町

カランカテス・ダムの現場事務所にて久保田社長（中央）と日本人
駐在員と家族

カリコント・ダムの排水トンネルが貫通し、喜ぶインドネシア人の技術者たち

インドネシア
スラバヤ

マラン

ブランタス川
スラバヤ川改修
（1981）

ポロン川改修
（1977）ウィダス灌漑

（1984）

ウォノレジョ・ダム
（1999）

ネヤマ・
排水トンネル（1961）

ロドヨ・ダム（1984）

ウリンギ・ダム（1978）

クルド山

カランカテス・ダム（1973）

ラホール・ダム（1977）

カリコント・ダム
（1972）
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月
25
日
に
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想

会
議
か
ら
第
一
次
提
言
「
復
興
へ
の

提
言
〜
悲
惨
の
な
か
の
希
望
〜
」
が
出
さ
れ

た
。
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
を
受
け
設
置
さ

れ
た
同
会
議
で
、
被
災
地
域
の
復
興
に
向
け

た
構
想
・
指
針
な
ど
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
結

果
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
だ
。

　
こ
の
提
言
の
中
で
は
〝
開
か
れ
た
復
興
〞

が
柱
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
、「
復
興
が
被
災

地
に
止
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
被
災
地
に
お
け
る

様
々
な
創
造
的
営
み
が
日
本
全
国
に
、
ひ
い

て
は
世
界
各
国
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
あ

る
。
成
熟
し
た
先
進
国
家
に
お
け
る
災
害
か

ら
の
復
興
過
程
は
、
世
界
各
国
の
人
々
が
生

き
抜
く
一
つ
の
強
力
な
モ
デ
ル
に
な
り
う

る
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
そ
の
実
現
に
向
け
て
、「
経
済
社
会

の
再
生
」「
世
界
に
開
か
れ
た
復
興
」「
人
々

の
つ
な
が
り
と
支
え
あ
い
」「
災
害
に
強
い

国
づ
く
り
」
の
各
項
目
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具

体
的
に
課
題
を
提
示
。「
今
回
の
教
訓
を
国

際
公
共
財
と
し
て
海
外
と
共
有
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
」
と
の
立
場
か
ら
、「
ア
ジ
ア

を
は
じ
め
と
す
る
開
発
途
上
国
の
防
災
に
関

す
る
人
材
を
育
成
す
る
な
ど
、
人
の
絆
を
大

切
に
し
た
国
際
協
力
を
積
極
的
に
推
進
す
べ

き
」
と
提
言
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
今
後

の
防
災
対
策
を
検
討
す
る
た
め
、
東
日
本
大

震
災
に
つ
い
て
、
各
分
野
に
お
い
て
詳
細
な

調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
」
と
の
認
識
か
ら
、「
地
震
・
津
波
災
害

と
大
地
震
か
ら
の
復
興
過
程
に
関
す
る
国
際

共
同
研
究
を
推
進
す
べ
き
」
と
の
考
え
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
日
本
再
生
に
関
す
る
内
外
の

理
解
促
進
を
図
り
、
風
評
被
害
の
払
し
ょ
く

6

震災復興―
日本と世界の絆を
深めるODA

アフリカ

政策

に
努
め
る
観
点
か
ら
、「
日
本
産
品
や
日
本

へ
の
渡
航
の
安
全
性
に
つ
い
て
、（
中
略
）

こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
か
つ
き
め
細
や
か

に
行
う
必
要
が
あ
る
」と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
復
興
構
想
会
議
が
示
し
た
提
言

を
実
際
に
実
施
し
て
い
く
上
で
、Ｏ
Ｄ
Ａ（
政

府
開
発
援
助
）
が
貢
献
で
き
る
と
こ
ろ
が
か

な
り
あ
る
の
だ
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
開
発
途

上
国
の
人
々
を
対
象
と
し
た
協
力
の
中
に

は
、
提
言
の
中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
「
人
材

育
成
」「
国
際
共
同
研
究
」「
情
報
発
信
」
と

い
っ
た
観
点
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
も

多
い
。
こ
の
６
月
に
外
務
省
か
ら
発
表
さ
れ

た
「
平
成
23
年
度
国
際
協
力
重
点
方
針
」
で

も
、
開
か
れ
た
復
興
を
実
現
す
る
た
め
に
Ｏ

Ｄ
Ａ
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
、
最
優
先
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　「
今
回
の
大
震
災
に
お
い
て
は
米
軍
を
は

フ
リ
カ
54
番
目
と
な
る
新
国
家
が
誕

生
し
た
。そ
の
名
は「
南
ス
ー
ダ
ン
」。

今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
分

離
・
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
に
お
い

て
圧
倒
的
多
数
で
分
離
が
選
択
さ
れ
た
結

果
、
７
月
９
日
に
独
立
を
果
た
し
た
。

　
も
と
も
と
ス
ー
ダ
ン
は
、
人
口
約
３
９
０

０
万
人
、
日
本
の
約
７
倍
と
い
う
ア
フ
リ
カ

最
大
の
国
土
を
持
つ
国
だ
っ
た
。
ナ
イ
ル
川

沿
岸
に
は
穀
倉
地
帯
が
広
が
り
、
小
麦
や
綿

花
な
ど
を
生
産
。
ア
フ
リ
カ
有
数
の
産
油
国

で
も
あ
り
、
順
調
な
経
済
成
長
を
続
け
て
い

た
。
し
か
し
ス
ー
ダ
ン
に
い
つ
も
付
い
て
回

っ
た
の
が
「
紛
争
」
の
イ
メ
ー
ジ
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、〝
世
界
最
大
の
人
道
危
機
〞
と

呼
ば
れ
る
ダ
ル
フ
ー
ル
紛
争
に
加
え
、
20
年

以
上
に
わ
た
る
南
北
間
の
〝
ア
フ
リ
カ
最
長

の
内
戦
〞
で
は
２
０
０
万
人
以
上
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
た
。

　
日
本
は
、
ス
ー
ダ
ン
の
平
和
の
定
着
を
進

め
る
べ
く
、
ダ
ル
フ
ー
ル
と
南
北
の
和
平

プ
ロ
セ
ス
を
支
援
。
２
０
０
５
年
に
締
結
さ

れ
た
「
南
北
包
括
和
平
合
意
」
が
着
実
に
実

行
さ
れ
る
よ
う
、
人
道
支
援
の
ほ
か
、
難
民
・

国
内
避
難
民
の
帰
還
、
南
北
18
万
人
の
元

兵
士
の
Ｄ
Ｄ
Ｒ（
武
装
解
除
・
動
員
解
除
・

社
会
復
帰
）、
保
健
、
水
・
衛
生
、
教
育
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
分
野
で
も
協
力
し

て
き
た
。

　
さ
ら
に
２
０
１
０
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た

総
選
挙
で
は
、
投
票
箱
や
投
票
用
紙
の
調
達
、

女
性
の
投
票
啓
発
活
動
な
ど
の
た
め
に
約

１
０
０
０
万
ド
ル
を
供
与
。
今
年
１
月
の
住

民
投
票
の
際
に
は
、
公
正
な
投
票
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
日
本
政
府
は
15
人
の
監
視
団
を
派

遣
し
、有
権
者
教
育
や
メ
デ
ィ
ア
訓
練
、有
権

者
登
録
用
・
投
票
用
の
資
材
を
調
達
す
る
資

金
と
し
て
約
８
１
７
万
ド
ル
を
支
援
し
た
。

　
紛
争
の
な
い
平
和
な
国
へ
―
。
新
国
家
は

今
、
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

6つの国に囲まれる南スーダン。アフリカでの国家誕生
は、1993年にエチオピアから独立したエリトリア以来

ア

じ
め
と
す
る
国
際
的
支
援
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
、
わ
れ
わ
れ
は
大
き
な
感
謝
の
念
を

抱
い
た
。（
中
略
）
わ
が
国
は
、
国
際
社
会

と
の
絆
を
強
化
し
、
内
向
き
で
な
い
、
世
界

に
開
か
れ
た
復
興
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」（
同
提
言「
世
界
に
開
か
れ
た
復
興
」）。

今
回
、未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
に
対
し
て
、

寄
付
金
や
支
援
物
資
な
ど
が
世
界
中
か
ら
届

け
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
「
日
本
に
助
け
て
も

ら
っ
た
時
の
恩
返
し
が
し
た
い
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
も
少

な
く
な
い
。
こ
う
し
た
世
界
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
連
帯
の
心
に
、
被
災
者
だ
け
で
な
く
、
日

本
全
体
が
勇
気
づ
け
ら
れ
、
世
界
と
の
強
い

絆
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
復
興
を
通
じ
て
、
日
本
と
世
界
の
絆
が
よ

り
一
層
深
ま
る
よ
う
、Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
貢
献

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

平和に向け日本が貢献！？

政策

の
6
月
、
外
務
省
か
ら
「
平
成
23

年
度
国
際
協
力
重
点
方
針
」
が
発

表
さ
れ
た
。
今
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
に
向
け
国
際
社
会
と
協
力
し
つ

つ
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
「
開
か
れ
た
復

興
」
の
実
現
に
Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援
助
）

を
活
用
す
る
こ
と
が
最
優
先
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
日
本
と
世
界
へ
の
貢

献
」。
そ
の
際
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が「
復

興
外
交
」「
信
頼
に
応
え
る
日
本
」の
２
つ
だ
。

　
ま
ず
「
復
興
外
交
」
と
し
て
は
、Ｏ
Ｄ
Ａ

を
通
じ
て
、
開
発
途
上
国
の
現
場
で
紛
争
・

災
害
復
興
に
取
り
組
ん
だ
経
験
の
あ
る
人

材
の
活
用
の
ほ
か
、
被
災
地
の
産
業
の
復
興

支
援
、
地
震
や
津
波
へ
の
防
災
対
策
や
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
な
ど
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
復
興
を
支
え
る
日
本
経
済
の
成
長
に
も

貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
、
災
害
に
強

い
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
技
術
、
震
災
後
に
注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
省
エ
ネ
技
術
の
海
外
展
開
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　
他
方
、「
信
頼
に
応
え
る
日
本
」
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
震
災
で
世
界
中
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
寄
付
金
や
支
援
物
資
、
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
い
っ
た
連
帯
の
心
に
応
え
て
い
く
た

め
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
達
成
や
対
ア
フ
リ
カ
支
援
、
気
候
変
動
問

題
な
ど
で
日
本
が
約
束
し
た
支
援
を
誠
実
に

実
施
し
て
い
く
方
針
だ
。
ま
た
、
日
本
が
被

災
後
も
変
わ
ら
ず
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し

て
の
責
任
を
果
た
す
た
め
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ

リ
カ
、
中
東
地
域
で
、
紛
争
や
災
害
人
道
支

援
、
平
和
構
築
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
震
災
を
踏
ま
え
、
日
本
の
復
興
、
そ
し
て

世
界
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

キーワードは日本と世界に
貢献するＯＤＡ！

東日本大震災復興構想会議・提言

東松島市の避難所で支援物資を仕分けする青年海外協力隊

「南スーダン」アフリカ54番目の国が誕生

国際協力の重点方針を発表

ココシリ
「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

こ

■日本政府に届けられた支援

■南スーダンMAP

2007年、ハリケーンに襲われたハイチ。2010年には大地
震にも見舞われている ©UN Photo/Marco Dormino

■国際協力重点方針2つの柱

「平和の定着」を支援の柱の一つにする日本。除隊兵士へ
の職業訓練などを実施している

（注）上記には、国・地域・国際機関が含まれる。

q

a

G

bn
救助チーム

29カ国
7月14日現在

支援物資

61カ国
7月13日現在

寄付金

89カ国
7月13日現在

メッセージ

253カ国
4月26日現在

復興外交

重点①
● 国際協力アクターの
　ノウハウ活用
● 被災地産業の支援
● 津波対策の世界との
　共有

重点②
●インフラの海外展開
● 貿易・投資環境整備等
● 我が国の優れた環境技
　術の海外普及と気候変
　動対策
● 資源・エネルギーの安定
　供給確保 

重点③
● 既存の国際公約の
　誠実な実現
－MDGs
－対アフリカ支援
－アフガニスタン・パキスタン支援
－メコン地域に対する支援
－気候変動分野の短期支援  等

● 国際社会の主要な一因
　としての責任の具体化
－中東・北アフリカの改革支援
－紛争・災害人道支援や平和構築
　支援

信頼に応える日本

エチオピア

エリトリア

ケニアウガンダコンゴ民主共和国

中央アフリカ

チャド

南スーダン

ダルフール

ジュバ

スーダン
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夢
を
か
な
え
る
た
め
の
教
育
支
援

い
よ
、
何
し
て
遊
ぶ
？
」

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら

車
で
約
３
時
間
―
。
40
度
近
く
に
も
な
る
暑
さ

の
中
、
校
庭
で
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
囲

ま
れ
て
い
る
の
は
、「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※
」
著
名
人
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

る
俳
優
の
藤
原
紀
香
さ
ん
。
こ
の
日
、
挑
戦
し

た
遊
び
は
〝
カ
ン
ボ
ジ
ア
版
羽
根
つ
き
〞。
小

さ
な
羽
が
行
き
交
う
た
び
に
、歓
声
が
上
が
る
。

　
自
ら
発
起
人
と
な
っ
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Sm
ile Please

☆
藤
原
紀
香
世
界
こ
ど
も
基

金
」
を
立
ち
上
げ
、国
連
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
組
織
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
の
輪

を
広
げ
て
き
た
藤
原
さ
ん
。
2
0
0
2
年
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
訪
問
を
皮
切
り
に
、
仕
事
の
合

間
を
見
て
は
、
国
際
協
力
の
現
場
に
足
を
運
ん

で
き
た
。

　
そ
し
て
、
今
年
５
月
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪

問
。
実
は
、
こ
の
地
を
踏
む
の
は
今
回
が
３
度

目
。
藤
原
さ
ん
に
と
っ
て
、〝
特
別
〞
な
思
い

入
れ
の
あ
る
国
の
一
つ
な
の
だ
。

　
今
か
ら
７
年
前
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
カ
ン
ボ

ジ
ア
を
旅
し
た
時
、
学
校
に
行
き
た
く
て
も
行

け
な
い
子
ど
も
た
ち
に
出
会
っ
た
。彼
ら
の「
学

び
た
い
」
気
持
ち
を
応
援
し
た
い
―
。
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
の
在
り
方
を
模
索
す
る
中
、
知
人
の

紹
介
で
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｈ
Ｐ
・
学
校
を

つ
く
る
会
（
以
下
、Ｊ
Ｈ
Ｐ
）
と
出
会
う
。
そ

し
て
Ｊ
Ｈ
Ｐ
と
の
力
強
い
連
携
の
下
、「
藤
原

紀
香
カ
ン
ボ
ジ
ア
子
ど
も
教
育
基
金
」
を
設

立
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
写
真
展
な
ど
を
通
じ
て
地

道
に
資
金
を
集
め
、
08
年
に
は
メ
ー
サ
ン
小
学

校
の
敷
地
内
に
新
校
舎
「
紀
香
学
校
」
が
完
成

し
た
。

　
今
回
、
藤
原
さ
ん
は
３
年
ぶ
り
に
「
紀
香
学

校
」
の
子
ど
も
た
ち
と
再
会
。
一
人
一
人
に
向

か
っ
て
、「
こ
の
学
校
で
、
自
分
の
夢
に
向
か

っ
て
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
び
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
経
験
し
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
そ
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
」
と
優
し
く
語
り
か
け
た
。

「
校
舎
を
建
て
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
も

定
期
的
に
こ
こ
に
足
を
運
び
た
い
。
そ
う
や
っ

て
、
基
金
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
日
本
の
皆
さ

ん
の
思
い
も
伝
え
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
音
楽
や
美
術
な
ど
の
情

操
教
育
が
ま
だ
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
。Ｊ
Ｈ

Ｐ
で
は
子
ど
も
た
ち
が
音
楽
に
親
し
む
機
会
を

持
て
る
よ
う
、
楽
器
・
楽
譜
の
寄
贈
や
音
楽
教

師
の
養
成
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
指
導
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
日
、
藤
原
さ
ん
を
特
別
ゲ
ス
ト
に
迎
え

て
開
催
さ
れ
た
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
の
会
場
に

は
、青
年
海
外
協
力
隊
の
交
久
瀬
早
希
さ
ん（
小

学
校
教
諭
）の
教
え
子
た
ち
の
姿
も
。「
カ
ン
ボ

ジ
ア
全
体
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。で
も
、

私
の
学
校
と
そ
の
周
り
を
少
し
で
も
良
く
し
て

い
き
た
い
ん
で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
た
。
ま

た
、Ｊ
Ｈ
Ｐ
プ
ノ
ン
ペ
ン
事
務
所
で
音
楽
分
野

の
支
援
を
担
当
す
る
協
力
隊
員
・
西
浦
り
か
さ

ん
も
、「
昔
か
ら
音
楽
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
大
好

き
で
し
た
。
協
力
隊
の
募
集
を
見
て
『
私
が
行

か
な
く
て
誰
が
行
く
の
　
』
と
思
っ
て
、
迷
わ

ず
応
募
し
ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
３
月
11
日
、
二

人
の
隊
員
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
い
た
。
現
地
の

人
々
か
ら
「
今
度
は
私
た
ち
が
助
け
る
番
だ
」

と
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
、
日
本
に
対

す
る
思
い
や
り
の
深
さ
を
感
じ
た
と
い
う
。
そ

の
話
を
聞
い
た
藤
原
さ
ん
は
、「
日
本
人
が
こ

れ
ま
で
支
援
し
て
き
た
こ
と
が
、
き
ち
ん
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
人
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
続
け
る
こ

と
で
次
に
つ
な
が
る
。み
な
さ
ん
の
頑
張
り
で
、

き
っ
と
何
か
が
変
わ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
！
」

と
激
励
し
て
い
た
。

　
藤
原
さ
ん
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
に
あ
る
国

立
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
も
視
察
。
１
９
９
７
年

に
日
本
の
無
償
資
金
協
力
で
建
設
さ
れ
て
か

ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
母
子
保
健
分
野
の
支
援
の
拠

点
と
な
っ
て
き
た
こ
の
セ
ン
タ
ー
。
２
０
１
０

年
か
ら
は
「
助
産
能
力
強
化
を
通
じ
た
母
子
保

健
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
進
行
中
だ
。

　
建
物
の
中
に
入
る
と
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

赤
ち
ゃ
ん
に
寄
り
添
い
幸
せ
そ
う
な
母
親
や
、

保
育
器
の
中
で
懸
命
に
生
き
よ
う
と
す
る
未
熟

児
の
姿
が
あ
っ
た
。「
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
も
あ

り
、
こ
の
10
年
で
随
分
と
ケ
ア
が
行
き
届
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
小
山
内
泰
代
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
専
門
家
。
し
か
し
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
ま
だ
ま

だ
妊
産
婦
の
死
亡
率
が
高
く
、〝
安
心
で
安
全

な
お
産
〞
が
重
要
な
課
題
だ
と
い
う
。「
母
親

の
産
む
力
を
引
き
出
せ
る
よ
う
な
助
産
師
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。
今
ま
で
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
は
な
か
っ
た
〝
女
性
を
中
心
に
し
た
ケ

ア
〞
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
い
か
に
根
付
か
せ

る
か
―
。
そ
れ
が
最
大
の
壁
だ
と
い
う
。

　
一
方
で
、
日
本
が
見
習
う
べ
き
点
も
あ
る
。

「
家
族
み
ん
な
で
陣
痛
を
乗
り
越
え
、
お
産
に

立
ち
会
う
と
い
う
伝
統
は
素
敵
で
す
」
と
小
山

内
さ
ん
。
ド
ラ
マ
で
産
科
医
の
役
を
経
験
し
、

多
く
の
取
材
を
通
じ
て
日
本
の
産
科
医
療
の
現

状
に
触
れ
た
藤
原
さ
ん
は
、「
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
め
る
環
境
の
在
り
方
を
、
私
た
ち
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
か
ら
も
学
ぶ
べ
き
で
す
ね
」
と
語
っ

た
。

　
藤
原
さ
ん
は
こ
の
国
を
訪
れ
る
た
び
に
、〝
新

た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
〞
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
と
い
う
。
一
人
一
人
が
「
な
ん
と
か
し

な
き
ゃ
！
」
と
思
っ
て
動
い
た
力
が
、
確
実
に

明
日
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
―
。
藤
原
さ
ん
は
こ

れ
か
ら
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
と
一
緒
に
、

未
来
へ
進
ん
で
い
く
。

助
け
合
う
日
本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア

い
「

世界中、どこに行っても子どもた
ちは元気いっぱい。「日本では忘
れてしまいそうな、人として大切な
気持ちを教えてもらっています」

子どもたちの“学び”の力になればと、藤原さんはノートなどの学用品を贈った

国立母子保健センターのカナル所長（中央）から年間7,000件ものお産
に対応していると聞き、藤原さんは驚いていた

「
世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を
」を
合
言
葉
に
、

開
発
途
上
国
の
教
育
支
援
に
取
り
組
む
藤
原
紀
香
さ
ん
。

「
自
分
が
目
に
し
た
こ
と
を
、日
本
の
人
々
に

分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
き
た
い
」。

そ
ん
な
思
い
を
胸
に
、今
年
5
月
、カ
ン
ボ
ジ
ア
に
飛
ん
だ
。

明
日
へ
つ
な
が
る
思
い

 

藤
原
紀
香
さ
ん

一
緒
に
、未
来
へ
。

カ
ン
ボ
ジ
ア

in

特 別 レ ポ ー ト

文・写真＝徳田 小矢子（JICA広報室）

Norika’s photos

わが子の寝顔を見守る
お母さん。

そこには、言葉では表現
できない幸せな空気が

流れていた

2人仲良く縄跳び。勢いよくジャンプ！

カンボジア
プノンペン

！？

※
途
上
国
の
現
状
に
つ
い
て
知
り
、一
人
一
人
が
で
き
る
国
際

協
力
を
推
進
し
て
い
く
市
民
参
加
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。実
行

委
員
会
は
、N
P
O
法
人
国
際
協
力
N
G
O
セ
ン
タ
ー

（
J
A
N
I
C
）、J
I
C
A
、国
連
開
発
計
画（
U
N
D
P
）。

詳
細
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　へ
。

撮影用のテレビカメ
ラに子どもたちも興

味津々

nantokashinakya.jp
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A

B
C

D

地球ギャラリー vol.35

地球ギャラリー vol.35

Bhutan
［ブータン］

写真・文＝関 健作（カメラマン）

親に連れられて、ブータン最大級の仏塔チョルテンコラに
やって来た子どもたち。聖地も彼らの遊び場になる

地球ギャラリー vol.35

　
荒
っ
ぽ
い
作
業
の
後
に
は
た
く
さ
ん
の

コ
メ
が
田
ん
ぼ
に
残
る
。冬
に
な
る
と
チ
ベ

ッ
ト
か
ら
オ
グ
ロ
鶴
が
飛
来
し
、余
っ
た
コ

メ
を
餌
に
す
る
。毎
年
多
く
の
鶴
が
田
ん
ぼ

に
集
ま
り
、甲
高
い
声
が
町
中
に
響
き
渡
る
。

　「
ト
ゥ
ン
ト
ゥ
ン
カ
ル
マ（
鶴
）が
や
っ
て

き
た
」。鶴
の
姿
が
見
え
る
と
子
ど
も
た
ち

は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
あ
る
。農
民
た
ち
は
鶴
が

飛
来
す
る
こ
の
タ
シ
ヤ
ン
ツ
ェ
を
こ
よ
な

く
愛
し
て
い
る
。「
ど
こ
に
も
行
き
た
く
な

い
。こ
こ
が
一
番
好
き
だ
」。農
民
の
多
く
が

胸
を
張
っ
て
語
っ
て
く
れ
た
。

　
毎
日
お
祈
り
を
す
る
80
歳
の
男
性
が
こ

ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。

　「
昔
は
忙
し
く
て
祈
る
時
間
が
な
か
っ
た

が
、今
は
い
く
ら
で
も
祈
る
こ
と
が
で
き

る
。魂
を
磨
く
時
間
が
あ
る
。こ
ん
な
に
幸

せ
な
時
間
は
な
い
。今
が
一
番
い
い
ね
」

　
こ
こ
に
住
む
人
の
多
く
は
、真
っ
す
ぐ
で

や
わ
ら
か
い
瞳
を
し
て
い
る
。過
去
の
思
い

出
や
、未
来
へ
の
不
安
に
振
り
回
さ
れ
る
こ

と
な
く
、今
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え

た
。祈
り
と
自
然
と
共
に
、彼
ら
は
今
を
生

き
て
い
る
。

　
5
月
、タ
シ
ヤ
ン
ツ
ェ
で
は
コ
メ
作
り
が

始
ま
る
。こ
こ
に
住
む
ほ
と
ん
ど
の
人
が
農

民
で
あ
り
、シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
皆
が
協
力

し
て
田
起
こ
し
が
始
ま
る
。一
列
に
並
ん
で

歌
を
歌
い
な
が
ら
同
時
に
鍬
を
振
り
下
ろ

す
。彼
ら
の
姿
は
ま
る
で
ダ
ン
ス
を
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。

　「
農
作
業
は
皆
で
や
る
も
の
だ
よ
。な
ぜ

助
け
合
う
か
っ
て
？ 

何
の
見
返
り
も
期
待

し
な
い
で
や
っ
て
み
な
、気
持
ち
い
い
か

ら
」。彼
ら
の
言
葉
に
は
重
み
が
あ
っ
た
。ブ

ー
タ
ン
の
人
々
は
家
で
も
学
校
で
も
日
々

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
教
え
を
実
践
し
て
い
る
。

　
10
月
に
な
る
と
稲
刈
り
が
始
ま
る
。タ
シ

ヤ
ン
ツ
ェ
で
は
す
べ
て
が
手
作
業
だ
。稲
を

岩
に
た
た
き
つ
け
脱
穀
。午
後
に
な
る
と
風

が
出
て
く
る
の
で
、そ
れ
を
利
用
し
て
コ
メ

と
も
み
殻
を
振
り
分
け
る
。精
米
も
臼
と
き

ね
で
行
う
。す
べ
て
が
人
力
で
あ
り
、地
道

な
作
業
が
朝
か
ら
晩
ま
で
続
く
。一
見
大
変

そ
う
に
見
え
る
が
、彼
ら
の
顔
は
生
き
生
き

と
し
て
い
る
。そ
の
後
の
ご
飯
と
地
酒
は
最

高
に
う
ま
い
そ
う
だ
。彼
ら
は
こ
ん
な
こ
と

を
話
し
た
。「
来
る
も
の
は
拒
ま
ず
、去
る
も

の
は
追
わ
な
い
。あ
る
が
ま
ま
受
け
入
れ
る

ん
だ
」。

　「
オ
ン
マ
ニ
ぺ
メ
フ
ム
」

　
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
、祈
り
の
マ
ン
ト
ラ
が

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ
え
て
く
る
。タ
シ

ヤ
ン
ツ
ェ
は
首
都
テ
ィ
ン
プ
ー
か
ら
車
で

2
日
、ブ
ー
タ
ン
の
も
っ
と
も
東
に
あ
る
県

だ
。到
着
す
る
と
す
ぐ
に
目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
の
が
ブ
ー
タ
ン
最
大
級
の
仏
塔
、チ
ョ

ル
テ
ン
コ
ラ
。熱
心
な
仏
教
徒
で
あ
る
ブ
ー

タ
ン
人
に
と
っ
て
、仏
塔
は
心
の
支
え
で
あ

る
。毎
日
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
こ

の
場
所
を
訪
れ
、祈
り
を
す
る
人
が
絶
え

な
い
。

A.明かりが少なく、空が澄み切ってい
るため夜空には星がくっきりと見える
B.口笛の音が辺りに響く。農民は口
笛で風を呼び、風の力を使ってコメと
もみ殻を振り分ける
C.タシヤンツェにある仏塔チョルテン
コラ。ブータン人は仏塔を信仰の対
象とし、時計回りに歩きながら祈る

力を合わせて田起こし。歌を歌い、ダンスをしているかのよう

田植えが終わるころ、田んぼが空の色を映し出す湖になる

収穫期が近づくと野原にコスモスが咲き乱れる

首都 ： ティンプー
面積 ： 約3万8,394ｋ㎡ （九州とほぼ同じ大きさ）
人口 ： 約68万人 （2009年）
公用語 ： ゾンカ語など
宗教 ： チベット系仏教、ヒンドゥー教など
1人当たり国民総所得（GNI） ： 2,020ドル（2009年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、タイやインド各都市、バングラデ
シュなどでの乗り継ぎが一般的。
通貨 ： ニュルタム（BTN）　1BTN=約1.8円（2011年7月現在）
気候 ： ヒマラヤ山脈の中心に位置し、氷河を擁する標高の高い
北部から、インド国境に近い温暖な南部まで、地域によって気候は
さまざま。日本と同様に四季がある。

ブータン料理
ジャガイモのチーズ煮込み
「ケワダチ」

　「世界一辛い」ことで有名なブータン料
理は、どのメニューにも必ずといっていい
ほど、大量のトウガラシが使われている。日
本で売られているものよりも辛みが強い
が、地元の人たちは野菜と同じ感覚で生
のまま食べることも。血の巡りを良くし、体
を温める効果のあるトウガラシは、標高が
高く、特に冬の寒さが厳しいヒマラヤに暮
らすブータンの人々にとっては、欠かせな
い食材なのだ。

　家庭でよく食べられているのは、豚肉の
脂身をトウガラシやダイコンと煮込んだ料
理「パクシャパー」、タマネギにショウガ、ト
ウガラシ、チーズなどを混ぜ合わせたサラ
ダ「エゼ」など。どちらも大量のトウガラシの
ほか、塩、油、チーズなどをたっぷり使うの
が特徴だ。　　
　中でも煮込み料理の「ケワダチ」は、ブ
ータン国民が大好きな家庭料理。地元の
言葉ゾンカ語で「ケワ」はジャガイモ、「ダ
チ」はチーズを意味する。トウガラシの辛さ
にジャガイモとチーズの甘みがマッチした、
シチューとグラタンの中間のような料理だ。
エマ（トウガラシ）とダチを煮込んだ「エマ
ダチ」が一般的だが、子どもがいる家庭で
は辛味を抑えた
この「ケワダチ」
がよく食べられ
ている。辛いの
が苦手な人はト
ウガラシの量を
調節してぜひ一
度お試しを。

ブータンには10センチほどの
大きさになるトウガラシもある

編集協力：太田幸輔（青年海外協力隊OB／ブータン／体育）

毎日仏塔の周りで祈る80歳の男性。彼の目は少年のようにキラキラしていた

【材料（4人前）】
ジャガイモ大4個／トマト1個／タマネ
ギ1個／トウガラシ20本（お好みで。タ
カの爪とシシトウを各10本ずつでもＯ
Ｋ）／ニンニク50g／プロセスチーズ
300g／塩小さじ3杯／油大さじ3杯
／水100～150ml
【作り方】
１．ジャガイモは一口大の厚さ5ミリ幅
にスライス、タマネギは薄切り、トマ
トは乱切り、ニンニクはみじん切り、
トウガラシは縦に4分の1等分にす
る。プロセスチーズは固まらないよ
うに細かくほぐす。

２．１と水、塩、油を鍋に入れ、ふたをし
て10分ほど煮込む。

３．ひと煮立ちしたら焦げつかないように
中火にする。

４．水分がとび、ジャガイモが軟らかくなっ
たら火を止め、さっとかき混ぜて出来
上がり。

☆醤油やコショウをかけてもおいしい。

E

F

D.チベットからの訪問者。冬になると田んぼに残った
コメを食べに飛来し、越冬する
E.農作業をする親たちの横で遊ぶ子どもたち。彼ら
は何をやっても楽しそうにしている
F.窓から外の様子を見つめる農家の少女。曇りのな
い真っすぐな瞳

祈
り
と
自
然
と

　
　今
を
生
き
る

く
わ

ティンプー

タシヤンツェ

ブータン
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親に連れられて、ブータン最大級の仏塔チョルテンコラに
やって来た子どもたち。聖地も彼らの遊び場になる
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い真っすぐな瞳
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地球ギャラリー vol.35

地球ギャラリー vol.35

Bhutan
［ブータン］

写真・文＝関 健作（カメラマン）

親に連れられて、ブータン最大級の仏塔チョルテンコラに
やって来た子どもたち。聖地も彼らの遊び場になる

地球ギャラリー vol.35

　
荒
っ
ぽ
い
作
業
の
後
に
は
た
く
さ
ん
の

コ
メ
が
田
ん
ぼ
に
残
る
。冬
に
な
る
と
チ
ベ

ッ
ト
か
ら
オ
グ
ロ
鶴
が
飛
来
し
、余
っ
た
コ

メ
を
餌
に
す
る
。毎
年
多
く
の
鶴
が
田
ん
ぼ

に
集
ま
り
、甲
高
い
声
が
町
中
に
響
き
渡
る
。

　「
ト
ゥ
ン
ト
ゥ
ン
カ
ル
マ（
鶴
）が
や
っ
て

き
た
」。鶴
の
姿
が
見
え
る
と
子
ど
も
た
ち

は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
あ
る
。農
民
た
ち
は
鶴
が

飛
来
す
る
こ
の
タ
シ
ヤ
ン
ツ
ェ
を
こ
よ
な

く
愛
し
て
い
る
。「
ど
こ
に
も
行
き
た
く
な

い
。こ
こ
が
一
番
好
き
だ
」。農
民
の
多
く
が

胸
を
張
っ
て
語
っ
て
く
れ
た
。

　
毎
日
お
祈
り
を
す
る
80
歳
の
男
性
が
こ

ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。

　「
昔
は
忙
し
く
て
祈
る
時
間
が
な
か
っ
た

が
、今
は
い
く
ら
で
も
祈
る
こ
と
が
で
き

る
。魂
を
磨
く
時
間
が
あ
る
。こ
ん
な
に
幸

せ
な
時
間
は
な
い
。今
が
一
番
い
い
ね
」

　
こ
こ
に
住
む
人
の
多
く
は
、真
っ
す
ぐ
で

や
わ
ら
か
い
瞳
を
し
て
い
る
。過
去
の
思
い

出
や
、未
来
へ
の
不
安
に
振
り
回
さ
れ
る
こ

と
な
く
、今
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え

た
。祈
り
と
自
然
と
共
に
、彼
ら
は
今
を
生

き
て
い
る
。

　
5
月
、タ
シ
ヤ
ン
ツ
ェ
で
は
コ
メ
作
り
が

始
ま
る
。こ
こ
に
住
む
ほ
と
ん
ど
の
人
が
農

民
で
あ
り
、シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
皆
が
協
力

し
て
田
起
こ
し
が
始
ま
る
。一
列
に
並
ん
で

歌
を
歌
い
な
が
ら
同
時
に
鍬
を
振
り
下
ろ

す
。彼
ら
の
姿
は
ま
る
で
ダ
ン
ス
を
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。

　「
農
作
業
は
皆
で
や
る
も
の
だ
よ
。な
ぜ

助
け
合
う
か
っ
て
？ 

何
の
見
返
り
も
期
待

し
な
い
で
や
っ
て
み
な
、気
持
ち
い
い
か

ら
」。彼
ら
の
言
葉
に
は
重
み
が
あ
っ
た
。ブ

ー
タ
ン
の
人
々
は
家
で
も
学
校
で
も
日
々

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
教
え
を
実
践
し
て
い
る
。

　
10
月
に
な
る
と
稲
刈
り
が
始
ま
る
。タ
シ

ヤ
ン
ツ
ェ
で
は
す
べ
て
が
手
作
業
だ
。稲
を

岩
に
た
た
き
つ
け
脱
穀
。午
後
に
な
る
と
風

が
出
て
く
る
の
で
、そ
れ
を
利
用
し
て
コ
メ

と
も
み
殻
を
振
り
分
け
る
。精
米
も
臼
と
き

ね
で
行
う
。す
べ
て
が
人
力
で
あ
り
、地
道

な
作
業
が
朝
か
ら
晩
ま
で
続
く
。一
見
大
変

そ
う
に
見
え
る
が
、彼
ら
の
顔
は
生
き
生
き

と
し
て
い
る
。そ
の
後
の
ご
飯
と
地
酒
は
最

高
に
う
ま
い
そ
う
だ
。彼
ら
は
こ
ん
な
こ
と

を
話
し
た
。「
来
る
も
の
は
拒
ま
ず
、去
る
も

の
は
追
わ
な
い
。あ
る
が
ま
ま
受
け
入
れ
る

ん
だ
」。

　「
オ
ン
マ
ニ
ぺ
メ
フ
ム
」

　
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
、祈
り
の
マ
ン
ト
ラ
が

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ
え
て
く
る
。タ
シ

ヤ
ン
ツ
ェ
は
首
都
テ
ィ
ン
プ
ー
か
ら
車
で

2
日
、ブ
ー
タ
ン
の
も
っ
と
も
東
に
あ
る
県

だ
。到
着
す
る
と
す
ぐ
に
目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
の
が
ブ
ー
タ
ン
最
大
級
の
仏
塔
、チ
ョ

ル
テ
ン
コ
ラ
。熱
心
な
仏
教
徒
で
あ
る
ブ
ー

タ
ン
人
に
と
っ
て
、仏
塔
は
心
の
支
え
で
あ

る
。毎
日
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
こ

の
場
所
を
訪
れ
、祈
り
を
す
る
人
が
絶
え

な
い
。

A.明かりが少なく、空が澄み切ってい
るため夜空には星がくっきりと見える
B.口笛の音が辺りに響く。農民は口
笛で風を呼び、風の力を使ってコメと
もみ殻を振り分ける
C.タシヤンツェにある仏塔チョルテン
コラ。ブータン人は仏塔を信仰の対
象とし、時計回りに歩きながら祈る

力を合わせて田起こし。歌を歌い、ダンスをしているかのよう

田植えが終わるころ、田んぼが空の色を映し出す湖になる

収穫期が近づくと野原にコスモスが咲き乱れる

首都 ： ティンプー
面積 ： 約3万8,394ｋ㎡ （九州とほぼ同じ大きさ）
人口 ： 約68万人 （2009年）
公用語 ： ゾンカ語など
宗教 ： チベット系仏教、ヒンドゥー教など
1人当たり国民総所得（GNI） ： 2,020ドル（2009年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、タイやインド各都市、バングラデ
シュなどでの乗り継ぎが一般的。
通貨 ： ニュルタム（BTN）　1BTN=約1.8円（2011年7月現在）
気候 ： ヒマラヤ山脈の中心に位置し、氷河を擁する標高の高い
北部から、インド国境に近い温暖な南部まで、地域によって気候は
さまざま。日本と同様に四季がある。

ブータン料理
ジャガイモのチーズ煮込み
「ケワダチ」

　「世界一辛い」ことで有名なブータン料
理は、どのメニューにも必ずといっていい
ほど、大量のトウガラシが使われている。日
本で売られているものよりも辛みが強い
が、地元の人たちは野菜と同じ感覚で生
のまま食べることも。血の巡りを良くし、体
を温める効果のあるトウガラシは、標高が
高く、特に冬の寒さが厳しいヒマラヤに暮
らすブータンの人々にとっては、欠かせな
い食材なのだ。

　家庭でよく食べられているのは、豚肉の
脂身をトウガラシやダイコンと煮込んだ料
理「パクシャパー」、タマネギにショウガ、ト
ウガラシ、チーズなどを混ぜ合わせたサラ
ダ「エゼ」など。どちらも大量のトウガラシの
ほか、塩、油、チーズなどをたっぷり使うの
が特徴だ。　　
　中でも煮込み料理の「ケワダチ」は、ブ
ータン国民が大好きな家庭料理。地元の
言葉ゾンカ語で「ケワ」はジャガイモ、「ダ
チ」はチーズを意味する。トウガラシの辛さ
にジャガイモとチーズの甘みがマッチした、
シチューとグラタンの中間のような料理だ。
エマ（トウガラシ）とダチを煮込んだ「エマ
ダチ」が一般的だが、子どもがいる家庭で
は辛味を抑えた
この「ケワダチ」
がよく食べられ
ている。辛いの
が苦手な人はト
ウガラシの量を
調節してぜひ一
度お試しを。

ブータンには10センチほどの
大きさになるトウガラシもある

編集協力：太田幸輔（青年海外協力隊OB／ブータン／体育）

毎日仏塔の周りで祈る80歳の男性。彼の目は少年のようにキラキラしていた

【材料（4人前）】
ジャガイモ大4個／トマト1個／タマネ
ギ1個／トウガラシ20本（お好みで。タ
カの爪とシシトウを各10本ずつでもＯ
Ｋ）／ニンニク50g／プロセスチーズ
300g／塩小さじ3杯／油大さじ3杯
／水100～150ml
【作り方】
１．ジャガイモは一口大の厚さ5ミリ幅
にスライス、タマネギは薄切り、トマ
トは乱切り、ニンニクはみじん切り、
トウガラシは縦に4分の1等分にす
る。プロセスチーズは固まらないよ
うに細かくほぐす。

２．１と水、塩、油を鍋に入れ、ふたをし
て10分ほど煮込む。

３．ひと煮立ちしたら焦げつかないように
中火にする。

４．水分がとび、ジャガイモが軟らかくなっ
たら火を止め、さっとかき混ぜて出来
上がり。

☆醤油やコショウをかけてもおいしい。
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F

D.チベットからの訪問者。冬になると田んぼに残った
コメを食べに飛来し、越冬する
E.農作業をする親たちの横で遊ぶ子どもたち。彼ら
は何をやっても楽しそうにしている
F.窓から外の様子を見つめる農家の少女。曇りのな
い真っすぐな瞳
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「
国
民
総
幸
福
量
」に
基
づ
い
た

国
づ
く
り
・
人
づ
く
り
を

伝
統
や
文
化
を
大
切
に
守
り
な
が
ら
、
開
発
を
進
め
る
ブ
ー
タ
ン
。

技
術
協
力
や
円
借
款
、
無
償
資
金
協
力
な
ど
を
通
じ
て
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

人
々
の
〝
幸
福
度
〞
を
高
め
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　国の経済力を示す「国内総生産（GDP）」
だけに偏らず、国民がどれだけ幸せかを示す
「国民総幸福量（GNH）」を重視するブータ
ン。近年、このユニークな発想で、日本でも
広く知られるようになってきた。興味深いの
は、実際にGNHの理念を念頭に国の政策
がつくられている点だ。経済発展を否定する
わけではなく、生活水準を上げるためにはモ
ノもおカネも必要であることは認識している。
ただ、急激な近代化はせずに、自国の文化
や伝統を守りながら開発を進めていく考えな
のだ。2008年に作られた第10次5カ年計
画では、貧困削減に向けて「農村開発」「戦
略的インフラ整備の拡大」「グッドガバナン
ス」など5分野の開発目標を掲げている。
JICAは、その計画に沿って農業・農村開
発、経済基盤整備、ガバナンスの3分野に
重点を置き支援を行っている。
　農業分野の支援の始まりは、まだ日本と
ブータンに国交がなかった1964年にさかの
ぼる。海外技術協力事業団（現JICA）から
農業専門家として西岡京治氏が派遣され、
コメや野菜作りのノウハウを伝えた。現在、
ブータン西部は穀倉地帯となり、その後“ブ
ータン農業の父”と呼ばれた西岡氏をはじめ
とする日本人専門家によるおかげだと、地元
でも喜ばれている。

　最近では、「東部2県農業生産技術開
発・普及支援計画プロジェクト」（2004～
09年）を実施。貧困層が多い東部地域で
農業技術の普及に力を入れている。さらに
2010年に「園芸作物研究開発・普及支援
プロジェクト」を開始し、園芸作物の商業化
を支援。モデル郡に日本人専門家を派遣
し、地元農家による換金作物のカキ、モモ、
ナシといった果物の栽培にも挑戦し、地元
のマーケットに売るシステムも整えることで、
人々の生計向上を目指している。
　また、農業の機械化も支援。長年、無償
資金協力で供与してきたハンドトラクターは、
面積の小さな棚田がほとんどのブータンで
は、小回りが利くと重宝されている。このハー
ド面の支援に合わせ、ソフト面の技術協力と
して、「農業機械化強化プロジェクト」も実
施。国内4カ所に農業機械化センターを設
置し、ハンドトラクターなどの農業機械が故
障した際の修理、使い方の研修、スペア部
品の販売などができるような体制の整備を
支援してきた。
　一方、インフラ分野では、円借款で農村
部に配電網を整備している。ブータンでは豊
富な水資源と高低差を利用した水力発電が
主流で、電力の大半をインドに輸出し、国家
歳入の約4割をまかなっている。しかし急峻

な地形とインフラの未整備で首都近辺以外
は配電網の整備がなかなか進んでおらず、
農村部の電化率は54％（08年）にとどまっ
ている。そこでJICAは、配電線や変圧器な
どを新設し、同じくブータンで電化事業を行っ
ているアジア開発銀行やオーストリアととも
に、国内の100％電化を目指している。加え
て、技術協力で「地方電化促進プロジェク
ト」も実施し、ブータン電力公社へ配電網の
敷設方法、メンテナンス方法、太陽光発電
の取り付け方法などの技術指導を行ってい
る。
　また、ガバナンス分野では、04年から「地
方行政支援プロジェクト」を実施し、2011
年からフェーズ3が始まっている。08年に初
の国会議員選挙が実施されて民主化された
ブータン。地方分権化が進められ、地方の開
発を担う県・地区レベルの開発議会も設置
されたが、民主化以前は中央主導の政治体
制だったため、自分たちで開発計画を立てる
ノウハウを持っていない。そこで地方人材の
養成を目的に05年に導入された「総合人材
育成計画」に基づき、県や地区の行政官を
対象とした研修を開始。また、住民のニーズ
を取り入れた地域開発計画の策定方法や
効果的な地方交付金の使い方などを指導
し、地方の行政能力強化を支援している。

JICAの活動
in ブータン

［上］送電線や変圧
器を人の手で運ん
でいく。ヒマラヤ山
系に属するブータン
の農村部は険しく、
車両が入れない場
所も多い
［下］農村部に電気
が通ったことで、夜
でも子どもが勉強し
たり、大人が内職で
きるようになった

［左］無償資金協力で供与されたハンドトラクターを修理
中。長く使用できるよう、技術協力で修理の仕方などを指導
［右］養分を効率よく行き渡らせ高品質の果実を作るため、
成長の過程で間引く「摘果技術」を地元の人々に教える日
本人専門家（右）

地球ギャラリー vol.35

地方行政官の能力向上は喫緊の課題。日本人専
門家（左奥）は現場に足しげく通い、信頼関係を築
いた上で、開発計画の立案・策定などの支援を行う

きゅうしゅん
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新 着 情 報

『ぼくたちは見た ―ガザ・サムニ家の子どもたち―』
2008～09年のイスラエル軍によるパレスチナ・ガザ地区への空爆と地
上侵攻では、家々やモスク、学校などが破壊され、300人の子どもを含む
1,400人の犠牲が出た。本作は、20年以上パレスチナを追い続ける
ジャーナリストの古居みずえ監督が、この侵攻直後にガザに入り、報道さ
れないガザの“その後”を、子どもの目線を通して描いたドキュメンタリー。
一度に家族や親戚を29人も失った南ガザで暮らすサムニ家の子どもた
ち。それでも、彼らの“生きようとする力”は、国籍や宗教が違っても見る者
の胸を打つ。「同世代の日本の子どもたちやその親たちに見てほしい」と
古居監督。この地球上で、今苦しんでいる彼らを知ることが、世界を変え
る一歩かもしれない。

 『インドフェスティバル』＆『アフリカフェスティバル』
NPO法人日本INGOが2つの国際交流イベントを同時開催。『インドフェ
スティバル』では、インド料理、紅茶、ワインなどをはじめ、伝統ダンスや楽
器の演奏会、ヨガや伝統武術のパフォーマンスなどが楽しめる。また『ア
フリカフェスティバル』では、日本に住むアフリカ出身の人々が中心となり、
ビールやチョコレートなどの食品、音楽演奏、子ども向けのゲーム、ファッ
ションショーなどを通して、アフリカの文化を紹介する。インドとアフリカ両
方の文化に触れられるこの機会。ぜひ出かけてみては。

E  VENT

M  OVIE
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B  OOK

『アジア × カメラ 「正解」のない旅へ』
アジアに影を落とす紛争、貧困、人身売買、差別などの問
題を写真で表現し、2009年「日本ドキュメンタリー写真
ユースコンテスト」に入賞した3人の若き写真家たち。「高
校生の時に訪れたカンボジアで受けた衝撃を伝えること
で、問題解決に向けたアクションが生まれるための種をまき
たい」。「紛争下や差別を受けながら暮らす人々の一人一
人が持つストーリーにスポット
を当て、何か感じてもらいたい」。
「カンボジアの地雷除去現場
の取材を通じて、普通の生活
の中に地雷があるという現実
が存在することを伝えたい」。
彼らはなぜカメラという手段で
表現するのか、そしてなぜアジ
アの“日常”を撮り続けるのか、
その胸のうちを本書で語る。

B  OOK

『フェアトレードを学ぶ人のために』
近年、日本でも手軽に買えるようになったフェアトレード商
品。一般的には、コーヒーやカカオといった低価格で取引さ
れることが多い作物などを適正な価格で取引し、生産者の
生計向上を目指す仕組みがフェアトレードと呼ばれる。しか
し実は、定義があいまいな部
分も多い。そこで本書は、フェ
アトレードの定義や仕組み、認
証マークなどの基礎知識につ
いて解説。さらに、フィリピンや
ベリーズなどでのケーススタ
ディーを通して、フェアトレード
が開発途上国の人々に与え
るインパクトに迫る。JICA、民
間企業、NGO、研究者など、さ
まざまな立場の視点が盛り込
まれたフェアトレード入門書。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2011年／日本／86分
監督 ： 古居みずえ
公開 ： 8月6日（土）よりユーロスペース（東京・渋谷）ほか、全国順次公開
ＵＲＬ ： http://whatwesaw.jp/
問 ： アジアプレス・インターナショナル　ＴＥＬ ： 03-6279-1640

○c アジアプレス・インターナショナル

佐藤寛 編
世界思想社
2,520円（税込）

安田菜津紀 幸田大地 白潟禎 著
第三書館
1,680円（税込）

日時 ： 8月13日(土)・14日（日） 10時～20時（14日は19時まで）
会場 ： 代々木公園（東京・渋谷）
■インドフェスティバル
URL ： http://indofes.jimdo.com/
問 ： インドフェスティバル実行委員会事務局　TEL ： 03-6864-8614     
■アフリカフェスティバル
URL ： http://afestmis.com/
問 ： ビー・エム・アイ　TEL ： 03-6454-7362



﹇
４
月
号 
特
集
「
日
本
の
法
整
備
支
援
」
を
読
ん
で
﹈

■
決
定
版
で
す
。
途
上
国
に
と
っ
て
明
治
の
日
本
は
目
標
で
す
。

法
整
備
こ
そ
近
代
化
の
基
盤
で
す
。
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
よ

く
な
い
記
事
で
は
な
い
の
で
す
が
、
37
ペ
ー
ジ
の
写
真
が
小
さ
す
ぎ

て
肝
心
の
と
こ
ろ
が
よ
く
見
え
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
す
。
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
、
ま
ず
日
本
の
み
と
い
う
発
想
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
は
冷
静
に
世
界
の
バ
ラ
ン
ス
を
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
の
貢
献
や
協
力
の
真
価
が
、
今
問
わ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　

   

（
広
島
県
・
49
歳
・
男
性
・
地
方
公
務
員
）

■
具
体
的
な
「
国
際
協
力
」
や
「
支
援
」
の
方
法
・
手
段
と
し
て
『
法

整
備
を
支
え
る
』
と
い
う
方
法
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
J
I
C
A

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
て
い
る
国
が
多
く
あ
る
こ
と
に
感

動
し
ま
し
た
。「
私
た
ち
は
死
ん
で
も
法
は
残
る
」
と
い
う
言
葉
に
、

真
剣
さ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
梨
県
・
33
歳
・
女
性
・
橘
田
智
子
・
公
務
員
）

﹇
５
月
号 

特
集
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」
を
読
ん
で
﹈

■
今
ま
で
は
日
本
が
多
く
の
国
を
支
援
し
て
い
る
側
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
震
災
で
内
外
問
わ
ず
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て

い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
宮
城
県
民
と
し
て
、
本
当
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。（
宮
城
県
・
31
歳
・
女
性
・
佐
々
木
貴
子
・
会
社
員
）

　
■
私
に
も
中
学
生
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。
同
じ
横
浜
市
内
で
、
自

分
た
ち
と
世
界
を
結
ぶ
学
習
を
し
て
い
る
中
学
生
が
い
る
こ
と
を
知

り
、
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
こ
う
し
た
活
動
が
、
横
浜
だ
け
で
な
く

全
国
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。「
日
本
に
届
い
た
2
5
2
の

心
」
で
は
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
国
が
日
本
を
助
け
て
く
れ
た
こ

と
を
知
り
、
大
変
感
激
し
ま
し
た
。
今
度
は
日
本
が
お
返
し
し
な

く
て
は
！　
　

   

（
神
奈
川
県
・
43
歳
・
女
性
・
小
山
裕
子
・
主
婦
）
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添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対す
るご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・
電話番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の
上、お送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処
理およびプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。
当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

プレゼント付き
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（ご希望の商品名を明記ください）

次号予告（2011年9月1日発行予定）

まちづくり
世界で都市化が進む中、経済成長の促進にも重要な開発途上
国の都市開発・まちづくりに対するJICAの取り組みを特集します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担
いただく形でご送付いたします。巻末
の払込取扱票に、氏名・住所・電話番
号・ご希望の送付期間・送付開始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支
払いください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かか
ることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望
の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申 込 先
住 　 所
T　E　L
F A　X
E m a i l

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19 多聞堂ビル
03-3584-2191
03-3582-5745
order@idj.co.jp

訂正とお詫び ： 2011年7月号のP4・14行目に誤りがありました。
ここに訂正し、お詫び申し上げます。
［誤］（08年）、ハイチ大地震（09年）など、…
［正］（08年）、ハイチ大地震（2010年）など、…

AUGUST 2011 No.35 ●  8

ご負
巻

電話
始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支
送手配をいたします（入金から1週間程度かか
さい）複数冊 またはバックナンバ をご希望

負担
巻末
話番
始月を明記の上 指定の金額
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タイ

スコータイ県

バンコク

　ある夏の昼下がり―。長崎市内の一
角、かつて日本唯一の玄関口だった出島
町の通りに、小さな雑貨店を見つけた。
表の扉を抜けると、どこかエスニックな
香りのするブレスレットやピアス、携帯
ストラップなどが並べられている。店名
は「prawmai」。タイ語で“キラキラした
シルク”という意味だという。
　「タイの山岳民族の手工芸品を販売し
ているんですよ」。オーナーの高野繭子
さんは青年海外協力隊OG。2004～06
年、手工芸隊員としてタイ北西部・スコー
タイ県に派遣。村の人々が継承してきた
織物や刺しゅうなどの“ものづくり技
術”を生かし、貧困削減のための自立支
援に取り組んだ。　

　彼らのきめ細やかな技に魅せられた
高野さんは、その魅力をより多くの人に
伝えたいと、帰国後に地元長崎に店を
オープン。現地から調達したフェアトレー
ド商品を取り扱っている。
　「彼らの伝統技術の良さを引き出す
ためにはデザイン力も必要でした」と高
野さん。昨年からは地元のアーティスト
とコラボレーションし、モン族の刺しゅう
を取り入れた陶器、ヤオ族の布を使った
着物の帯など、数々の素晴らしい作品を
生み出している。
　山岳民族との出会いから7年―。高野
さんら長崎人の手により新たな息吹を吹
き込まれた雑貨は、日本とタイの友好の
証しにもなっている。
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Vol.34  タイ

©Yuki Asada

高野さん（右）は現地の人と話し合いを重ね、伝統を
生かしたデザインを考案している

★ゾウのキーホルダーを2人、ポンポン付きキーホルダ
ー、ランチョンマットを各1人にプレゼント！
→詳細は38ページへ

＜prawmai＞
〒850-0862 長崎市出島町10-3-1F
営業時間 ： 11～18時（火曜定休）
HP ： prawmai.ocnk.net

山岳民族の技に新たな息吹を

プラウマイ
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PROFILE
1979年北海道出身。高校時代、100メートル平
泳ぎで11年ぶりに日本記録を更新する。2000
年、シドニー五輪女子400メートルメドレーリレー
銅メダルを獲得。04年のアテネ五輪を最後に現
役を引退。現在は、スポーツコメンテーターとして
活動する傍ら、子どもの水泳教室や「ワールド・ス
イム・アゲンスト・マラリア」などの社会貢献活動
にも積極的に取り組む。「なんとかしなきゃ！プロ
ジェクト」著名人メンバー。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」サイト
（nantokashinakya. jp/ )では、東日本
大震災の被災地を支援しているプロ
ジェクトメンバーの活動状況について
紹介しています。

　北海道出身なのに、なぜ水泳だっ
たの？と聞かれることがあります。き
っかけは、陸上選手だった母親がけ
がをしてしまい、リハビリで始めた水
泳についていったこと。何だか水の
中で遊んでいるのがとても楽しかっ
たんです。それがなければ、もしかし
たら、まったく違うスポーツをしてい
たかもしれない。そんな一つ一つの
小さな“出会い”の積み重ねが、今の
私の人生につながっています。
　現役時代はとにかく泳ぐことに必
死だったのですが、引退後、これま
で応援してくれた皆さんに何か恩返
しがしたいと強く思うようになりまし
た。そして今、ライフワークとして取り
組んでいる活動の一つが「ワールド・
スイム・アゲンスト・マラリア」※です。
それまで試合で世界を飛び回ってき
ましたが、どこも“水”が確保できる
先進国。マラリアに苦しむアフリカの
子どもたちの話を国際機関で働く元
水泳選手の先輩から聞き、そんな現

実が存在するなんて想像もしていな
かったので驚きました。これまで私
を育ててくれた水泳を通じて、少しで
も誰かの役に立てるのなら、これほ
ど幸せなことはない。日本各地の水
泳イベントで、講演や募金活動など
を続けています。
　数年前には、テレビ番組の撮影で
大洋州のツバルに行かせていただき
ました。地球温暖化の影響で海面上
昇が進み、島が沈んでしまうかもし
れない。人々は見えない不安と闘って
いました。でも一方で彼らは、自然と
共存し、家族に囲まれてとても幸せ
そうな生活を送っているようにも感じ
た。日本にはない“良さ”も発見でき
たような気がします。
　当たり前ですが、水泳は“水”が
ないとできないスポーツです。私は国
際協力を通じて、水があることがど
れだけ幸せなことかを実感すること
ができました。私たちは水の恵みに
感謝しなければならない。そのこと

を日本の子どもたちにも伝えていき
たいです。
　ボランティアをやっていることを人
に言うか言わないか、賛否両論ある
と思います。でも私は、言葉にして発
信することが大事だと思うんです。そ
うすれば、賛同してくれる人も増え
て、新しいアイデアが生まれるかもし
れない。そして、何をすればいいか
分からない時は、とりあえず周りの人
にそう話してみる。そこから始めれば
いいんだと思います。そのことで、
“あなたにしかできないこと”が見つ
かるのではないでしょうか。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国
の現状について知り、一人一人ができる国際協
力を推進していく市民参加型プロジェクトです。
ウェブサイトを中心に、さまざまな国際協力の
カタチを提案していきます。
詳しくはこちらから→

私の

なんとかしなきゃ.jp

行動の先にあるもの

TANAKA Masami

photo by Shinichi Kuno

スポーツコメンテーター  田中 雅美

※マラリア予防の蚊帳を購入するため、世界規
模で開催されるチャリティー水泳イベント。
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